
 

 公立大学法人 和歌山県立医科大学 

教教 育育 研研 究究 開開 発発 セセ ンン タタ ーー  

事 業 実 績 報 告 書 
 

 
 

 

 

平成２５年度



- 1 - 

 

目 次 

組織図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

刊行にあたって・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

1. 教育研究開発センター 

規程・要項                   

(1) センター規程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

(2) 運営委員会委員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

(3) 部会委員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

２．平成２５年度事業実績 

 １．医学部 

開催した部会一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

  開催したＦＤ一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

  ベストティーチャー賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７ 

  和歌山ＳＰの会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８ 

学生実習について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

発行した冊子等一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１ 

日本医学教育学会総会での発表内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２ 

学生自主カリキュラムの取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３ 

２．保健看護学部 

開催した委員会一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５６ 

  開催したＦＤ一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８ 

発行した冊子等一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１ 

取り組んだ事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２ 

  学生自主カリキュラムの取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４ 

３．臨床技能研修センター 

(1) 運営規程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６６ 

(2) 利用方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０ 

(3) 備品一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７２ 

(4) 利用実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７５ 

(5) 和医大臨床技能サークルの活動内容紹介・・・・・・・・・・・・・・・・８８ 

４．ホームページの案内 

 教育研究開発センターホームページ・・・・・・・・・・・・・・・・・８９ 

 臨床技能研修センターホームページ・・・・・・・・・・・・・・・・・９０ 

 

 



- 2 - 

 

 

和 歌 山 県 立 医 科 大 学 

教 育 研 究 開 発 セ ン タ ー 組 織 図 

 

 

  

 

理事会

教育研究審議会

・教育システム全般の研究、開発及び企画

・カリキュラムに関わる研究、開発及び企画

・入試制度の研究や教育の評価方法の研究

・臨床技能教育に関わる研究、開発及び企画

・センター長

・副センター長

・教員

・事務職員

教育研究開発センター

運営委員会

自己評価委員会

部会長等会議

カリキュラム専門部会

・カリキュラムの実施体制

・カリキュラムの編成、改

善及び開発

入試制度検討部会

・大学入学者選抜制度、

方法の検討及び入学

者選抜に関する資料

収集、調査統計

臨床技能教育部会

・臨床技能教育の方針

及び研究

教育評価部会

・大学教育の評価方法

の研究

・学生の評価方法の研究

・教員の授業評価

FD部会

・授業内容・方法の改善

及び開発

・セミナー、講習会及び

教員研修の企画・実施

臨床技能研修センター



- 3 - 

 

平成 25 年度実績報告書の刊行にあたって 

教育研究開発センター長 羽野卓三 

 

和歌山県立医科大学教育研究開発センターは平成 25 年度で 8 年目を迎えました。大学基

準協会による大学評価が平成 27 年度に実施され、医学部では分野別認証に向けて、内部質

保証のための改革準備が進んでいます。教育評価部会では教員の教育実績を顕彰する目的

で、ベストティーチャー賞、ベストクリニカルティーチング賞の表彰が行われ、顕彰のプ

レートが三葛キャンパス、紀三井寺キャンパスに掲示されました。入試制度検討部会では

高校のカリキュラムの変更にともなうセンター試験の科目変更に対応した対策がとられま

した。カリキュラム専門部会では、国際認証に対応するための課題について論議し、学生

代表 2 名を正式に委員として迎えました。学生による診療録の記載、ポートフォリオが可

能となるよう電子カルテの改善を行い、医行為の記録、患者リストの作成も行うことにし

ました。分野別認証が開始されたことから各大学での情報を収集し、本学の教育の質の改

善が出来るよう議論を進めてきました。コア・コンピテンスについての基本的な考えにつ

いても議論し、素案を作成しました。臨床技能部会においては学生定員の増加に伴い CBT

に使用する端末の増設、OSCE の 2 会場への増設による運営方法の変更を行いました。共

用試験の SP については定員を増やすため再募集し、研修の上、試験に参加してもらいまし

た。FDについては例年通り 4 回開催しました。その内、１回は医学英語について東京医科

大学のブルーヘルマンス先生に講演頂きました。また、能動的講義に必要なＴＢＬの実践

のためワークショップを九州大学の三木先生にお願いしました。さらに Advanced OSCE

については経験の多い兵庫医科大学の成瀬先生にお願いしました。体験実習についても学

生の定員が増えたため、1 施設当たりの学生数を増加するなどで対応しました。学生の学会

発表や論文作成も MD-PhD コースが軌道に乗った事により増加傾向にあります。 

 保健看護学部においては、入試制度検討部会では平成 27 年度入試におけるセンター入試

について検討を行いました。FD 部会では、教員相互授業参観や科研費獲得、急性期看護実

習についてのＦＤを行いました。また、特別講演として「大学院教育の目指すこと」につ

いて本学の川田教授から、「大学教員に求められる教育力」について国立教育政策研究所の

川島部長から、また「教育の臨床と協働」について日本看護協会の坂本会長による講演を

実施いたしました。「連携、研鑽、飛躍」をテーマとして毎年行っている第５回和歌山県立

医科大学保健看護学会では、「看護実践知の探求と共有―認定看護師の立場から」について

のシンポジウムを行いました。自主カリキュラムについては 5 題が採択され、「三葛の子供

たちを対象とした健康教室」、「音のない世界～人と人をつなぐ手～」、「自然災害（東日本

大震災）と精神病患者の関連について」、「花園地区の住民のつどいへの参加」、「国の期間

で働く看護師について」の研究がなされました。 

臨床技能研修センターの使用頻度は前年度より増加し、使用者数は7500名に達しました。

看護部との共同企画もあり今後も臨床技能教育の改善を行っていきたいと思います。 
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  和歌山県立医科大学教育研究開発センター規程    

制  定 平成 18 年４月１日 和医大規程第１４号 

最終改正 平成 22 年 2月 23 日  

（趣旨）  

第１条 この規程は，和歌山県立医科大学組織運営規則（平成１８年４月１日和医大規則

第４号。）第１９条の規定に基づき，和歌山県立医科大学教育研究開発センター（以下「セ

ンター」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（目的）  

第２条 センターは，和歌山県立医科大学（以下「本学」という。）における医学・保健看

護学教育の研究， 開発，企画及び評価方法の研究並びに入試制度の研究を行うことによ

り，本学の医学・保健看護学教育活動の円滑な推進と不断の改善に寄与することを目的

とする。 

（自己評価等）  

第３条 センターは，和歌山県立医科大学学則（平成１８年和歌山県立医科大学規則第１

号。）第２条の定めるところにより，センターに係る点検及び評価（以下「自己評価」と

いう。）を行い，その結果を公表する。 

２ 前項の自己評価については，本学の職員以外を含めた者による検証を受けるよう努め 

るものとする。 

３ 第１項の自己評価を行うため，和歌山県立医科大学教育研究開発センター自己評価委 

員会（以下「自己評価委員会」という。）を置く。 

４ 自己評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

（教育研究等の状況の公表）  

第４条 センターは，センターの教育研究及び組織運営の状況について，定期的に公表す

る。 

（業務）  

第５条 センターにおいては，次の各号に掲げる業務を行う。 

一 医学・保健看護学教育システム全般に関わる研究，開発及び企画 

二 医学・保健看護学教育の内容･方法及び授業改善（ＦＤ）に関わる研究，開発及び企 

画 

三 医学・保健看護学教育のカリキュラムに関わる研究，開発及び企画 

四 医学・保健看護学教育の臨床技能教育に関わる研究，開発及び企画 

五 医学・保健看護学教育の評価方法の研究 

六 入試制度の研究 

七 その他センターの目的を達成するため，必要な事項 
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（部会）  

 

第６条 センターに次の各号に掲げる部会を置く。 

一 カリキュラム専門部会 

二 入試制度検討部会 

三 臨床技能教育部会 

四 教育評価部会 

五 ＦＤ部会 

２ 部会に関し必要な事項は，別に定める。 

（職員）  

第７条 センターに次の各号に掲げる職員を置く。 

一 センター長 

二 副センター長 

三 本学の専任教員のうちから学長がセンターに兼ねて勤務を命じた者 

四 その他必要な職員 

２ 前項第２号から第４号までの職員は，センター長の命を受け，センターの業務に従事 

する。 

３ 第１項第３号の職員が兼ねて勤務を命令される期間は，２年とし，再び命ずることが 

できる。ただし，欠員を生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（センター長）  

第８条 センター長は，教育研究開発センター専任教授をもって充てる。 

２ センター長の任期は，当該センター長の専任教授としての任期とする。 

３ センター長は，センターに関する事項を掌理する。 

（副センター長）  

第９条 副センター長は，本学の専任教員のうちから，センター長が命ずる。 

２ 副センター長は，センター長の業務を補佐し，センター長に事故があるときは，その 

職務を代理する。 

３ 副センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員を生じた場合の後 

任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（運営委員会）  

第１０条 センターに，和歌山県立医科大学教育研究開発センター運営委員会（以下「運

営委員会」という。）を置き，センターの教育又は研究に関する重要事項を審議させる。 

２ 運営委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

（庶務等）  

第１１条 センターの庶務は，事務局学生課において処理する。 
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（雑則）  

第１２条 この規程に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 

この規程は，平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成２２年４月１日から施行する。 

 

 

和歌山県立医科大学教育研究開発センター部会長等会議運営要項 

制  定 平成 18 年７月１日 和医大教研開セ要項第１号 

最終改正 平成 22 年４月１日              

 

（趣旨）  

第１条 この要項は、和歌山県立医科大学教育研究開発センター運営委員会規程（平成１

８年和医大規程第１５号）第７条第２項の規定に基づき、部会長等会議の組織、運営等

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（部会長等会議）  

第２条 部会長等会議は、次の各号に掲げる者で組織する。 

一 センター長 

二 各部会長 

三 その他センター長が必要と認めた運営委員会委員 

２ センター長は、部会長等会議を招集し、その議長となる。 

３ 部会長等会議は、運営委員会の要請に基づき、各部会相互に連携または調整が必要と

される事項及び特定の審議事項を審議する。 

（要項の改廃等）  

第３条 この要項に疑義が生じた場合の解釈及び改廃は、センター運営委員会において行

う。 

（庶務等）  

第４条 この要項に関する庶務は、事務局学生課において処理する。 

附 則 

この要項は、平成１８年７月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成２２年４月１日から施行する。 
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教育研究開発センター運営委員会委員              （平成２５年度） 

 

委員長 羽野 卓三  教育研究開発センター長 

 岸岡 史郎  医学部長 

 山田 和子  保健看護学部長 

 篠崎 和弘  学生部長 

 岩橋 秀夫  入試・教育センター長 

 脇田 文広  事務局  事務局長  

 

センター部会委員                    （平成２５年度） 

 

 カリキュラム専門部会 

部会長         羽野 卓三     教育研究開発センター長 

副部会長        山田 和子     保健看護学部長 

医学部委員       岩橋 秀夫     教養・医学教育大講座 教授 

池田 裕明     教養・医学教育大講座 教授 

鶴尾 吉宏     解剖学第一教室 教授 

村垣 泰光     病理学第一教室 教授 

赤阪 隆史     内科学第四教室 教授 

吉田 宗人     整形外科学教室 教授 

中尾 直之     脳神経外科学教室 教授 

佐々木 秀行    紀北分院総合内科学 教授 

上野 雅巳     地域医療支援センター長 教授 

学生委員       ２名※学生自治会代議員会において毎年度選出する。（Ｈ２５） 

保健看護学部委員    山田 和子      保健看護学部長 

志波 充      保健看護学部 教授 

池内 佳子     保健看護学部 教授 

有田 幹雄     保健看護学部 教授 

上松 右二     保健看護学部 教授 

内海 みよ子    保健看護学部 教授 

鈴木 幸子     保健看護学部 教授 

西村 賀子     保健看護学部 教授 

森岡 郁晴     保健看護学部 教授 

鹿村 眞理子    保健看護学部 教授 

岩原 昭彦     保健看護学部 准教授 
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服部 園美     保健看護学部 講師 

坂本 由希子    保健看護学部 講師 

 

 臨床技能教育部会                      

部会長         羽野 卓三    教育研究開発センター長 

副部会長        山田 和子    保健看護学部長 

医学部委員 

 OSCE 部会      加藤 順     内科学第二教室 准教授 

今西 敏雄    内科学第四教室 准教授 

谷  眞至    外科学第二教室 准教授 

柑本 康夫    泌尿器科学教室 准教授 

村田 顕也    神経内科    准教授 

中尾 大成    救急・集中治療部 准教授 

古田 浩人    内科学第一教室 講師 

宮本 武     眼科学教室   講師 

   

 CBT 部会      鶴尾 吉宏    解剖学第一教室 教授 

村垣 泰光    病理学第一教室 教授 

竹下 達也    公衆衛生学教室 教授 

篠崎 和弘    神経精神医学教室 教授 

入江 真行    医学医療情報研究部 准教授 

尾浦 正二    外科学第一教室 准教授 

水本 一弘    医療安全推進部 准教授 

西  理宏    内科学第一教室 准教授 

保健看護学部委員    山田 和子    保健看護学部長 

志波 充     保健看護学部 教授 

水田 真由美   保健看護学部 准教授 

黒田 裕子    保健看護学部 講師 
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 FD 部会                        

部会長         山田 和子    保健看護学部長 

副部会長        鶴尾 吉宏    解剖学第一教室 教授 

医学部委員       羽野 卓三    教育研究開発センター長 

井原 義人    生化学教室 教授 

            篠崎 和弘    神経精神医学教室 教授 

            薮内 昭男    教養・医学教育第口座 教授 

保健看護学部委員    山田 和子    保健看護学部長 

内海 みよ子   保健看護学部 教授 

柳川 敏彦    保健看護学部 教授 

鹿村 眞理子   保健看護学部 教授 

池田 敬子    保健看護学部 講師 

岡本 光代    保健看護学部 助教 

 

             

 入試制度検討部会                      

部会長         山田 和子    保健看護学部長 

副部会長        羽野 卓三    教育研究開発センター長 

医学部委員       薮内 昭男    教養・医学教育大講座 教授 

岩橋 秀夫    教養・医学教育大講座 教授 

仙波 恵美子   解剖学第二教室 教授 

岸岡 史郎    薬理学教室 教授 

竹下 達也    公衆衛生学教室 教授 

篠崎 和弘    神経精神医学教室 教授 

保健看護学部委員    山田 和子    保健看護学部長 

志波 充     保健看護学部 教授 

池内 佳子    保健看護学部 教授 

有田 幹雄    保健看護学部 教授 

上松 右二    保健看護学部 教授 

西村 賀子    保健看護学部 教授 

岩橋 秀夫    教養・医学部大講座 教授 

  



- 10 - 

 

 教育評価部会                         

部会長         羽野 卓三    教育研究開発センター長 

副部会長        山田 和子    保健看護学部長 

医学部委員       岩橋 秀夫    教養・医学教育大講座 教授 

村垣 泰光    病理学第一教室 教授 

赤水 尚史    内科学第一教室 教授 

篠崎 和弘    神経精神医学教室 教授 

出口 寛文    大阪医科大学 教育機構 功労教授 

保健看護学部委員    山田 和子    保健看護学部長 

水主 千鶴子   保健看護学部 教授 

森岡 郁晴    保健看護学部 教授 

柳川 敏彦    保健看護学部 教授 

黒田 裕子    保健看護学部 講師 

辻 あさみ    保健看護学部 講師 

 

 

 

 

 教育研究開発センター自己評価委員会 

羽野 卓三       教育研究開発センター長   

宮下 和久    医学部長 

山田 和子    保健看護学部長 

篠崎 和弘    学生部長 

岩橋 秀夫    入試・教育センター長 

岡村 吉隆    病院長 

出口 寛文    大阪医科大学教育機構 功労教授 

大江 嘉幸       元和歌山市教育委員会 教育長 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年度事業実績 

医 学 部 
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開催した部会一覧 

教育評価部会 

第１回 

開催日時：平成２５年８月７日（水） 

議 事： １．ベストティーチャー賞について 

２．授業相互評価結果の送付について 

第２回 

開催日時：平成２５年１２月２５日（水） 

議 事： １．ベストティーチャー賞及びベストクリニカルティーチング賞について  

２．授業評価について 

３．共用試験ＣＢＴの基準値について 

４．仮進級について 

 

入試制度検討部会 

第１回 

開催日時：平成２５年４月３０日（火） 

議 事： １．平成 28年度大学入試センター試験の出題科目等について 

２．一般入試の県民医療枠についての入学試験の志願書の改定について 

３．一般入試の県民医療枠についての面接評価シートの改定について 

４．入試形態による成績の追跡調査（平成 23年度入学）について 

第２回 

開催日時：平成２５年５月３１日（金） 

議 事：１．県民医療枠受験者の入学志願票への記載事項追加および 

面接評価シートの改定について 

２．平成 27年度和歌山県立医科大学医学部入学者選抜における出題科目・ 

教科等について  

第３回 

開催日時：平成２５年６月２１日（金） 

議 事：１．平成 28年度和歌山県立医科大学医学部入学者選抜における出題科目・ 

教科等について 

第４回 

開催日時：平成２５年１２月２６日（木） 

議 事：１．平成 27年度和歌山県立医科大学医学部入学者選抜における旧教育課程履修

者に対する数学・理科の経過措置について 
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カリキュラム専門部会 

第１回 

開催日時：平成２５年７月１６日（火） 

議 事：１．分野別認証の現状について 

２．平成 26年度カリキュラム改訂について 

３．カリキュラム専門部会学生委員について 

第２回 

開催日時：平成２５年８月２８日（水） 

議 事：１．分野別認証の評価基準日本語版（正式版） 

２．カリキュラム改訂の目的 

３．カリキュラム改訂の手順 

４．ロードマップ 

５．学生評価の標準化 

６．進級制度の変更 

第３回 

開催日時：平成２５年１１月２７日（水） 

議 事：１．平成 26年度教育要項について 

 

臨床技能教育部会 

開催日時：平成２５年１０月３０日（水） 

議 事：１．平成 25年度 OSCE・CBTの運用について 

２．平成 26年度 OSCEの運用について 

３．スキルスラボ シミュレーター機材等整備について 

４．スキルスラボの使用料について 

 

FD部会 

開催日時：平成２５年５月１日（水）  

議 事：事業（開催）計画について 

 

自己評価委員会 

開催日時：平成２６年１月７日（火） 

議 事：平成 25年度の事業実績報告について 
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開催した FD一覧 

 

第１回 

開催日時：平成２５年４月３日（水） 

演 題：試験問題作成 

講 師：和歌山県立医科大学 教育研究開発センター 

     センター長 羽野 卓三 

参加者数：教員２６名 

FD 終了後に実施したアンケートの結果 
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第２回 

開催日時：平成２５年８月３０日（金） 

演 題：東京医科大学における医学英語の歩みと課題 

講 師：東京医科大学医学教育学講座 

准教授 

Ｒ・ブルーヘルマンス 先生 

参加者数：教員３４名 

FD 終了後に実施したアンケートの結果
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第３回 

開催日時：平成２５年９月２１日（土） 

演 題：TBLの授業デザイン 

講 師：九州大学大学院歯学研究院 

口腔常態制御学講座歯科医学教育学分野 

教授 

三木 洋一郎 先生 

参加者数：教員１９名 

※保健看護学部教員も参加 

 

FD 終了後に実施したアンケートの結果 
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第４回 

開催日時：平成２５年１２月１２日（木） 

演 題：兵庫科大学における AdvancedOSCE 

講 師：兵庫医科大学 

医学教育センター／医学教育学 

教授 

成瀬 均 先生 

参加者数：教員１６名 

FD 終了後に実施したアンケートの結果
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平成２４年度ベストティーチャー賞及びベストクリニカルティーチング賞 

 

和歌山県立医科大学医学部の教育活動に貢献した教員及び診療科に対して 

それぞれベストティーチャー賞及びベストクリニカルティーチング賞を授与し、 

もって本学医学教育の向上に資することを目的とする。 

 

平成２４年度ベストティーチャー賞 

教養部門 

教養・医学教育大講座 

山﨑 尚 准教授 

 

基礎部門Ⅰ 

生理学第二 

和気 秀文 講師 

 

基礎部門Ⅱ 

薬理学 

木口 倫一 講師 

 

臨床部門 

血液内科学 

園木 孝志 准教授 

 

平成２４年度ベストクリニカルティーチング賞 

診療部門 

麻酔科学 

 

個人部門 

内科学第四 

谷本 貴志 助教 
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和歌山ＳＰの会 

 

 

平成２５年度の開催内容 

 

開催日時 内容 

第 73 回研修会 平成 25 年 4 月 24 日（水） 

ＯＳＣＥ医療面接の振り返り 

Advanced OSCE について 

第 74 回研修会 平成 25 年 5 月 15 日（水） Advanced OSCE について 

第 75 回研修会 平成 25 年 6 月 12 日（水） Advanced OSCE について 

第 76 回研修会 平成 25 年 6 月 26 日（水） Advanced OSCE について 

第 77 回研修会 平成 25 年 7 月 2 日（火） Advanced OSCE 

第 78 回研修会 平成 25 年 7 月 17 日（水） Advanced OSCE の振り返り 

第 79 回研修会 平成 25 年 9 月 18 日（水） がん患者シナリオについての講習（１） 

第 80 回研修会 平成 25 年 10 月 16 日（水） がん患者シナリオについての講習（２） 

第 81 回研修会 平成 25 年 11 月 13 日（水） がん患者シナリオについての講習（3） 

第 82 回研修会 平成 25 年 12 月 11 日（水） 医療面接の講習 

第 83 回研修会 平成 26 年 1 月 15 日（水） 医療面接の講習 

第 84 回研修会 平成 26 年 2 月 5 日（水） 医療面接の講習 

第 85 回研修会 平成 26 年 3 月 5 日（水） 医療面接の講習 

第 86 回研修会 平成 26 年 3 月 11 日（火） 臨床実習入門：医療面接 

 

 

SP（Simulated Patient：模擬患者）は、医療従事者の研修などで患者さんの役をします。

医療現場でのコミュニケーションを改善するために重要性が高まっており、ケアマイン

ドを併せもった医療人教育を進めるためにも必要です。和歌山 SP の会は、平成 18 年度

に設立され、臨床技能教育の効果を高めるよう研修を重ねています。 
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学 生 実 習 に つ い て 

 

 

平成２５年度１年生地域福祉関係施設実習 

目 的：ケアマインドやコミュニケーションスキルを身につける。 

介助体験等によって医師となる自覚、厳しさを身につける。 

入居者・利用者を中心とした各スタッフの協調性の重要さを理解する。老人福祉

施設の現場を介助体験等に通じて理解し、老人医療の現場を体験する。アーリ

ィ・エクスポージャーに続いて、地域医療の実態等を学ぶ。 

実習内容：老人福祉施設の指導者や職員の指示に従い、入居者・利用者周辺における各種

サービスの見学と体験を実施する。 

実習期間：平成２５年２月２５日（月）～３月１日（金） 

実習施設：竹の里園、紀伊松風苑、紀伊てまり苑、わかうら園、喜成会、芦辺荘、紀三井

寺苑、親和園、第二親和園、第五親和園、アンシアナトー、高陽園、ももの里、

栄寿苑、天美苑、田鶴苑、美里園、愛光園、さくら苑、ゆら博愛園、ひだか博愛

園みちしお、日高博愛園、カルフール・ド・ルポ印南、熊野本宮園、白浜日置の

郷、にしき園 

 

平成２５年度２年生地域実習 

目 的：（保育園）医療人としての豊かな人間涵養を育むため、乳幼児とふれあうことに

より、ケアマインドやコミュニケーション能力を身につける。また、実習を通じ

て育児を支援する保育園の現状を学ぶ。 

（障害者福祉関係施設）大学病院ではほとんど経験することの出来ない障害者福

祉関係施設での実習を行うことにより、さらにケアマインドを育成し、医療の現

状について理解を深めることにより、医療人としての資質の向上に努める。 

 

実習期間：平成２６年３月３日（月）～１４日（金） 

（実習先、グループによって期間は異なる） 

実習施設：（保育園） 

さつき保育園、みちる保育園、さんた保育園、しょうぶ保育園、ようすい保育園 

（障害者福祉関係施設） 

愛徳医療福祉センター、和歌山つくし医療・福祉センター、南紀医療福祉セン

ター・牟婁あゆみ園・牟婁さくら園、国立病院機構和歌山病院、障害者支援施

設リハビリ橋本、琴の浦リハビリテーションセンター 
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学生の感想文 

 印象に残ったことは、特養で胃瘻など注入食を見学させていただき、職員さんの話を聞

かせていただいたことです。今まで注入食という存在や、その問題点について聞いたこと

もあり、知っていたつもりでしたが、実際に自分の目で見て、そのことに関わっている職

員さんの話を聞くことで、今までどこか遠くのことに感じていたその問題が急に身近なも

のに感じ、将来医療者として働くことをめざしているものとして、もっとよく考えていか

なければならないと感じました。もし自分が家族の立場なら何としても生きて欲しいし、

注入食について深い理解がないのであればなおさら賛成してしまうと思うが、本人の立場

ならたぶん意見は違ってくると思います。しかし本人がもう注入食が必要とする状態にな

ってしまえば、意志の確認は困難で家族に判断が任されている状態です。そんな時もし本

人が何か意志を残していなければどうするのか。職員さんも長い間働いているが難しい問

題だとおっしゃっていました。 

僕はまだはっきりとこうすればいいといった意見を固めることはできませんが、医師と

いう立場としては家族、本人にしっかりとした説明をすること、患者の状態を的確に把握

してもし将来注入食が必要になってくるのであればできれば意志を確認することなどでき

ることがあるのかなと思いました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 利用者の方々は人生の先輩であり、多くの苦労や困難を乗り越えてきた方々です。そ

のような方々が残りの人生を気持ちよく過ごせるように施設の従業員の方々は一生懸命仕

事をされていました。どんなに忙しくてもいつもハキハキしていて笑顔で対応していまし

た。だから利用者の方々はみなさん、安心して頼りにしているのだと感じました。 

私は普段から人と接するときに「笑顔でいる」ということは大切だと思っていますが、

今回の実習を通して、笑顔でいることの大切さをより強く感じました。疲れていても、辛

くても、うまく話せなくても、笑顔でいるだけで人はコミュニケーションをとることがで

きると感じる場面がたくさんありました。将来医師となった時、不安な気持ちで来る患者

さんを優しい笑顔で迎えることができればなと思います。今回感じたことを忘れずに今後

の大学生活を過ごしていきたいです。 

人の介護について何もしたことがなく、何をすれば良いのかも分からない私たちに、忙

しいにも関わらず笑顔で様々なことを教えていただいた施設の方々、毎日美味しいご飯を

作ってくださった民宿さん、ありがとうございました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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発 行 し た 冊 子 

 

教育研究開発センターでは平成 26 年度に以下の冊子を発行しました。 

 

平成 25 年度 5 年生医療問題ロールプレイ パンフレット・DVD 

平成 25年度 5年生が取り組んだ医療問題ロールプレイの全ての班の上演を録画した DVD

と各班の概要を掲載したパンフレットです。 

発行月：平成 25年 5月 

ロールプレイ概要：医療問題ロールプレイは、学生が現在の医療と体制

の問題点を探り、「医療のあるべき姿」をえがき、発表するという取り

組みで 1999年に始めました。それまでに学び、体験したことを総合的

にまとめ、発表する機会ともなり、患者さんやご家族の心に対する感性

を磨き、理解につなげることができます。テーマ、シナリオ作成、監督、

演劇、音響、照明、ポスター作成など、すべてを学生の手作りで行って

います。発表までは教員が関与しません。シナリオ作成にあたって「絶

対に医療関係者に相談してはならない」というルールを決めています。

そのため、学生自身が培ったケアマインド、患者さんの心をストレート

に反映したシナリオができあがり、感動を生む発表につながっています。 

発表は 5年次の 4月に行われます。入院患者さんにも観衆に加わってい

ただくため、学生が病棟を回って発表会にお誘いしています。このよう

な一つ一つのプロセスによって「刷り込み」が行われ、また、チームの

力で一つのことを成し遂げる貴重な経験にもなっています。 

 

 

臨床技能研修センターパンフレット 

発行年月：平成 26年 3月 

概 要：和歌山県立医科大学臨床技能研修センター（スキルスラボ）

についての情報冊子です。施設の利用方法やシミュレーター

の紹介などについて掲載しています。 
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第 45 回日本医学教育学会総会での発表内容 

 

 

開催日時：2013年 7月 26日（金）・27日（土） 

開催場所：千葉大学 亥鼻キャンパス  

テ ー マ：「学習成果基盤型教育の導入と展開」 

 

 

一般演題 口演 第一日目 7月 26 日（金） 

口 演：共用試験 

「タブレット端末による共用試験の採点業務の効率化」 

 

平野 隆則*1、水越 雅人*1、羽野 卓三*1 

*1和歌山県立医科大学教育研究開発センター 

【目的】医療系大学間共用試験（以下ＯＳＣＥと表記）の評価用紙は記入漏れおよび集計

業務の煩雑さが課題となっている。対策として多くの大学がマークシートを利用している

が、記入漏れの確認は試験後になされることから、再記入の精度が問題となる。そこでタ

ブレット端末を用い、移動しての手技の確認、記入漏れ防止、採点業務の省力化が可能に

なるシステムを導入し有用性を検証した。 

【方法】ＯＳＣＥの受験生は 86人、評価者は午前 14人午後 35人であった。タブレット端

末（iPAD）40台、無線ルータ（AirMacExtreme） 

【結果】試験の際の問題としては、データベースエラー1件、通信エラー3件（用紙と端末

交換で対応）、評価者と受験者の選択ミス 4件（試験後修正）があったが、単純な記載漏れ

はなかった。集計作業時間は、従来は評価用紙のデータ入力に 4人で 1日、データの点検

に 2人で 1日を費やしたが、今回の集計時間はデータの確認と提出用フォーマットへの出

力に 1人で 1日を要したのみであった。 

【結論】タブレットによる採点システムにも通信エラーや評価者の操作ミスが発生するが、

評価者の記入漏れをプログラムでチェックし、その場で指摘できるため、記入漏れがなく

なった。また、評価状況をモニタリングし、異常があれば試験終了直後に指摘することで、

ご記入を減らすことができた。評価者の評判もよかった。 
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学生自主カリキュラムの取組 

重複腎動静脈の 2例 

 

和歌山県立医科大学 

医学部 3年 篠崎浩平、平山俊、堂脇雄音、

岩橋佑紀、木下右貴、中山芙美、

山縣雅仁、増田依子、村田顕優、

渡邊有史 

指導教員 鶴尾吉宏、上山敬司 

 

【緒言】 

平成 24 年 10 月～平成 25 年 1月にかけて肉眼解剖実習が行われ、この際我々は、「重複

腎動静脈」という破格例に遭遇した。この重複腎動静脈は、（本態性）高血圧との関連につ

いての研究が数多くなされており、解剖学的・発生学的な観点のみならず生理学的にも興

味深い知見を与えるものと考えられた。この症例を詳細に解析し、「重複腎動静脈」に関す

る知識を深めるだけでなく、将来携わる臨床医学に対して、いかに人体解剖学的知見を活

用するかを考える力を身につけるため、平成２６年３月に栃木県下野市で行われた解剖学

会での発表を行った。 

 

【概要】 

腎動脈は、腹大動脈から左右に複数出る例が多いが、腎静脈は左右とも 1 本であること

が多い。平成 24年度の肉眼解剖実習の御遺体（91歳、女性、および 79歳、男性）で、腎

動脈および腎静脈がそれぞれ複数存在する 2例に遭遇した。1例目は、左腎に入る 2本の腎

動脈が存在することに加えて、左腎門から左腎静脈が出るとともに、左腎門下部よりもう 1

本の腎静脈が出て、左卵巣静脈に合流し、ついで左腎静脈に合流していた。右側では、腎

動静脈は 1本ずつで定型的であったが、右卵巣動脈が右腎動脈から分岐していた。2例目で

は、左腎動脈と左腎静脈はそれぞれ 1 本であるが、右腎動脈と右腎静脈はそれぞれ 2 本存

在した。定型的に、腹大動脈から出る腎動脈と下大静脈に入る腎静脈が腎門に出入りした。

下腸間膜動脈の尾側、総腸骨動脈の左右の分岐部の 21mm頭側より径 2mmの下副-腎動脈が

右上方に走行し、右腎下極に流入していた。これに平行するように、腎門からも 2 本の右

腎静脈が出ており、各々、下大静脈に流入していた。 
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【結果】 

1例目の所見 

・左腎には、大動脈から分岐する 2 本の腎動脈が存在した。このうち、1 本は通常ヒトに

見られるように下大静脈から分岐する左腎静脈と平行に走り、腎門に至った。 

 別の 1 本は大動脈（下腸間膜動脈の 40 mm 上方）から分岐し、左腎のやや下極寄りの

腎門に至った。 

 

・左腎において、腎門から出る 2 本の腎静脈が存在した。このうち 1 本は、通常ヒトに

見られるように腎門を経過し、腎動脈と平行に走り下大静脈に至った。 

 腎門から下大静脈に至るまでの間に、左卵巣静脈がこの腎静脈に合流するが、この卵巣

静脈に、腎門を経由したもう一方の腎静脈が合流していた。 

 

2例目の所見 

・右腎には、大動脈から分岐する 2 本の腎動脈が存在した。このうち 1 本は、左腎動脈

よりも高い位置から分岐し、やや上極よりの腎門に至った。 

 別の 1 本は大動脈（総腸骨動脈分岐部の 21mm 上方）から分岐し、腎門よりも下極の

位置で直接腎実質に至った。 

 

・右腎において、腎臓から出る 4 本の腎静脈が存在した。腎門を経過した 2 本は、左側

の腎静脈とほぼ同じ高さで下大静脈に至った。 

 腎実質から直接出た 2 本の静脈は、総腸骨静脈起始部より 32mm 上方において下大静

脈へと至った。 

 

 

 

【考察】 

過去の報告と本例の比較 

・重複腎動脈に関して 

 

 1例目における左重複腎動脈は、過去

の報告では 14.4% (208 体中 30 体) 

に見られる所見であった。 

 

 2例目における右重複腎動脈は、過去

の報告では 4.3% (208 体中 9 体) に見

られる所見であった。 
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・重複腎静脈に関して 

 

 1例目における左重複腎静脈および 2例に

おける 4 条存在する右重複腎静脈は、過去

に成人においてほとんど報告されていない

稀な例であった。 

 

 

 

発生学的見解 

・静脈系の発生 

下主静脈、後主静脈、上主静脈といっ

た胎生初期の静脈系が癒合や退縮を繰

り返し最終的に大静脈となる。 

腎静脈は、後・下主静脈の吻合や上・

下主静脈の吻合より出る腎静脈の元と

なる血管が、何らかの原因で退縮しな

かったものが重複腎静脈となる。 

 

腎動脈の発生は、大動脈より出る腎へ

の供給血管が、発生の段階で、腎の相対

的上昇の際に、消失および新たな供給血管の形成を繰り返しながら最終的に１本の腎動脈

となる。 

重複腎動脈は、この発生の過程において腎への供給血管が残ってしまうことで生じる。 

 

臨床的意義 

・高血圧 

 腎血流の異常と、レニン-アンギオテンシン-アルドステロン系の活性化の関連が報告され

ているが、関連性がないとの報告も散見される。 

  

・腎移植時における影響 

 重複腎動静脈が存在する場合、手術困難が予想され、ドナーとして不適合となる場合も

ある。 
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【結語】 

・平成 24 年度の肉眼解剖実習の御遺体（91 歳、女性および 79 歳、男性）で、腎動脈お

よび腎静脈がそれぞれ複数存在する 2 例に遭遇した。 

・今後、これらの変異の解剖学的・発生学的意義だけでなく、臨床的意義に関しても詳細

な検討が必要と考える。 

 

【謝辞】 

篤志献体された故人およびご遺族の方々に深く感謝申し上げます。本発表は学生自主カリ

キュラムとして、和歌山県立医科大学の支援を受けました。関係者の皆様に深く感謝申し

上げます。 
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(2)  T. W. Sadler (2006) 尿生殖器系 T. W. Sadler ラングマン人体発生学 第 9 版 
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 (3) GEYER JR, POUTASSE EF (1962)  Incidence of multiple renal arteries on 

aortography. Report of a series of 400 patients, 381 of whom had arterial hypertension,  
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(4) 工藤啓 他 (1987) 本態性高血圧における重複腎動脈の頻度とその病態的意義につい

ての検討, 日内会誌 76 : 796～801 

(5) 大久保真人 2000 腎静脈 佐藤達夫、秋田恵一編 日本人のからだ 解剖学的変異の

考察 初版 pp.285～287 東京大学出版会 東京 
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舌骨下筋群の変異例の発表 

 

和歌山県立医科大学 

医学部 3年 山形大志、高倉一平 

指導教員 鶴尾吉宏、上山敬司 

 

はじめに 

 我々は平成 24年度の系統解剖実習において、今回の破格例を見出した。この破格例につ

いては翌 2013年度の夏季休業期間中に研究・考察を行い、その研究・考察の結果を発表す

るために、先生方から紹介していただいた第 119回日本解剖学会総会・全国学術集会（2014

年 3月 27日～29日、栃木県の自治医科大学キャンパスにて）の学生セッションに参加し

た。 

 

発表内容 

正常では、舌骨下筋群は以下の筋からなる。すなわち胸骨柄（MS）、胸鎖関節、第一肋

軟骨の後面から起こり、舌骨体下縁内側部に停止し、頸部中央の浅層に位置する胸骨舌骨

筋（Sh）、上肩甲横靭帯、肩甲骨上縁、烏口突起から起こり、斜め上内側方に向かい中間腱

に移る肩甲舌骨筋下腹（OhI）、続いて中間腱から起こり斜め上方に向かい舌骨体（H）下

縁外側部に停止する肩甲舌骨筋上腹（OhS）、胸骨柄、第一、第二肋軟骨の後面から起こり、

甲状軟骨斜線に停止し、胸骨舌骨筋のすぐ下を走る胸骨甲状筋（St）、続いて甲状軟骨（TC）

斜線から起こり、舌骨体、大角の後面に停止する甲状舌骨筋（Th）からなる。舌骨下筋群

には、種々の破格が報告されている（文献 1-6）。 
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我々は平成 24年度の肉眼解剖実習の御遺体（71歳男性）において、ほぼ一葉からなる鎖

骨胸骨舌骨筋を見出した。 

以下に発表内容の概要を示す。 
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- 42 - 

 

感想 

 今回、本破格例の発表の準備を通して、今までややあいまいだった部分を含め、解剖学

の知識をより深めることができて良かった。 

また、こうした発表を解剖学会という場で行うことができたことは自分にとってとても

有意義で貴重な体験となったと思う。 

実際の発表では、自分たちの発表内容をポスターとして掲示し、その内容について見に

来ていただいた各大学の先生方や学生と質疑応答をするというものであったが、いざ質問

に答えるとなるとなかなか困難で、自分の知識の浅さや意識の低さを痛感した。 

また、数人の先生からはご指摘、ご指導をいただき、なるほどと気付かされたことも多

かった。 

近くで行っている他大学の学生の発表を見ていると、その完成度に驚かされ、自分のこ

れからの医学勉強に対するモチベーションを上げるきっかけとなった。 

  

最後になりましたが、今回の発表報告に関して、まず第一に篤志献体された故人および

ご遺族の方々に深く感謝申し上げます。また解剖学会での発表資料の作成にあたり、ご指

導賜りました和歌山県立医科大学医学部解剖学第一講座の鶴尾吉宏教授、ならびに上山敬

司准教授、伊藤隆雄助教、山本悠太助教に深く感謝申し上げます。そして学生自主カリキ

ュラムを許可して下さり、このような貴重な機会を与えていただいた篠崎和弘教授に深く

感謝申し上げます。 
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2. 高野武久、高屋陸奥男、飯塚憲、斗ヶ沢照雄、安達英明 (1955) 舌骨下筋の異常に関

する統計的観察 岩手医科大学解剖学教室業績集 2:113-124 

3. Steinbach Küber Varietäten der Unterzungenbeinund Brustmuskulatur. (1923)  

Anat Anz 56:488-506  

4. Miura M, Kato S, Itonaga I, Usui T (1995) The double omohyoid muscle in 
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6. 鈴木了 (2006) 上胸骨鎖骨筋（M.sternoclavicularis superior）の形態形成学的考察-

浅頸筋群における過剰変異筋 新潟医学会雑誌 120: 668-683 
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東日本大震災被災地での傾聴活動ボランティア 

 

和歌山県立医科大学 

医学部 3年  高倉敏彰、白木麻衣子 

保健看護学部 2年 坂本朱 

医学部 2年 石井健次、北原美咲、東

方謙介、福島純一 

保健看護学部 1年 寺田将光 

医学部 1年   田辺美紗子 寺前友樹 

指導教員 加藤正哉 

 

１ はじめに 

  和歌山県立医科大学学生 10名、奈良県立医科大学学生 11名の計 21 名が、平成 25年 8

月 20日（火）～8 月 25日（日）の間、福島県内を訪問した。福島県立医科大学の災害医

療セミナーに参加して災害医療について学び、和歌山で震災が起こった時に自分たちに

何ができるのか考えたい。また、仮設サロンや病院ボランティアでの傾聴活動を通して

被災者の気持ちに寄り添い、仮設住宅の独居高齢者に対しても個別に介入し、熱中症予

防の啓発活動を行う。被災地の視察と被災者の経験を知ることで、自分に何ができるの

かを考え、自らが動き出すような機会となることを目指す。継続した活動をすることで、

「私たちは震災を忘れない。」ということを伝えていきたい。 

 

２ 活動日程 

20日（火） 

21日（水） 

22日（木） 

23日（金） 

 

 

 

24日（土） 

 

 

25日（日） 

奈良・大阪を出発（車中泊） 

学生向け福島災害医療セミナー（福島県立医科大学） 

学生向け福島災害医療セミナー（福島県立医科大学） 

仮設サロンでのボランティア活動（南相馬市鹿島区） 

被災地の視察（南相馬市小高区） 

南相馬市立総合病院 副院長 及川友好先生による講話 

被災地の視察（相馬市松川浦） 

高野病院および特養老花ぶさ苑でのボランティア活動 

被災地の視察（いわき市小名浜、いわき・ら・ら・ミュウ） 

福島を出発（車中泊） 

大阪・奈良帰着 
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３ 活動内容 

① 福島県立医科大学災害医療セミナー 

災害医療の概要と、トリアージの実習、列車事故災害

を想定したエマルゴトレーニングを行い、災害医療の実

際について学んだ。災害医療の現場では、単に医療を施

す者としてではなく、現場のリーダーとしての判断が求

められ、組織全体で動かねばならない。しかし、やれと

言われて急に出来るものではなく、大学で教えてくれる

わけでもないため、自ら積極的に学び、準備する姿勢の

必要性を感じた。この先、大阪や和歌山でも大災害が起

こることは避けられないだろう。そんな時に学生として医療者として何が出来るのだろ

うかと考え、実際に何から始めればいいかを学ぶことができた。また、放射線の基本的

な知識から、身体に及ぼす影響についても学んだ。 

 

② 仮設サロンでの傾聴活動 

 南相馬市社会福祉協議会が行っている、鹿島区の 3か

所の仮設サロンに 3グループに分かれて訪問した。内容

は、現在の生活習慣に不安がないかを、ネイルやマッサ

ージを行いながらコミュニケーションを通して傾聴し

た。また、仮設住宅には独居の高齢者も多く、熱中症で

孤独死する人もいるため、熱中症予防に和歌山の梅干し

を配り、予防に関するクイズを行った。また、仮設サロ

ンに来ていない高齢者宅を 1件 1件訪問し、血圧測定と傾聴活動を行った。そこで寝不

足、関節痛を訴える方が多かったり、震災後長引く仮設サロン生活にストレスを感じた

り、先の見えない不安を抱えていることを知った。しかし、去年とは違い震災を振り返

って話ができるようになっていることに違いを感じた。「去年も来てくれた子よね？見

捨てられたかと思った。」と声をかけられている学生もいたり、「ありがとう」「また来

てね」と何度も声をかけてくれたことから、どのような形でも活動を継続することが大

切だと思った。長期ボランティアをしなければ実感できないこともたくさんあるのだろ

う。 

 

③ 相馬市松川浦の視察 

原発 20ｋｍ圏内と圏外の復興具合の差に驚いた。20ｋｍ圏内ではかつて住宅街であ

ったであろう場所は一面草が生い茂っているだけで、手付かずの状態だった。瓦礫撤去
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のような肉体労働を必要とするボランティアは終わっていると思っていたが、南相馬ボ

ランティアセンターにはたくさんの道具が置いてあり、まだまだマンパワーを要する作

業が残っていた。震災後しばらくは多くのボランティアが被災地復興のために力を尽く

したが、その数も今や激減している。継続的な支援をしていくためにも、復興が終わっ

ていないことを伝えなくてはならない。 

 

④ 南相馬総合病院の及川先生の御講演 

南相馬総合病院は福島第一原発から23km離れてお

り、津波の被害は免れたが、原発の爆発による混乱し

た中で入院患者を避難すべきかどうかの選択に迫ら

れた。国の避難命令により物資や DMATの支援も得

られない状況で医療を提供し続けた病院である。 

政府のあいまいな態度や、周囲や原発の情報を入手

できない中で、院長を中心に、スタッフや患者を混乱

させないような判断を迅速に行い、医療業務を続行させたことに感銘を受けた。少ない

スタッフでも、食料が底をつきそうになっても住民のことを考えて診療を続けたと聞き、

将来医師になるものとして、患者を想う気持ちを学んだ。災害時は、まず自身の安全が

優先であることは当たり前であり、30km圏内に指示された屋内退避支持で DMATが

支援に入れなかったのは国からの命令で仕方のないことかもしれないが、そういう事態

においても機動性をもった医療従事者になるために必要なことを考えていきたい。 

 

⑤ 高野病院および特養老花ぶさ苑でのボランティア活動 

福島県広野町の丘の上に立つ病院で、津波の被害からは

免れた。原発から 20km近くに位置し、震災時入院患者た

ちは一時他県に避難し、再び戻ってきた患者が多い。内科

や精神科を中心としており、特養を含めそれぞれの科に 4

グループに分かれて傾聴や看護師・介護士の補助などボラ

ンティア活動を行った。 

震災で家を失ってから高野病院の精神科に入院して 

いる患者の方もおり、震災の恐ろしさを知った。看護師さんによると、大阪から移っ

てきた方だったが、被災地の病院だから特別なことがあるわけでなく、行う医療は同

じである。もともと医療過疎の地域で、さらに原発から近いことで医療者がなかなか

集まらない現実を聞き、ボランティアの数も少なくなり、医療スタッフの不足が深刻

であることを伝えていく必要がある。 
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４ その後の活動 

（１）活動報告による普及活動 

・「防犯・防災まちづくり～命を守るための防災活動発表会」へ参加（平成 25 年 9

月 1 日） 

・公立大学シンポジウム～LINK topos～ へ参加（平成 25 年 10 月 12，13 日） 

・紀葉祭において活動報告講演会と災害医療の勉強会を開催（平成 25 年 11 月 3 日） 

（２）東日本大震災追悼行事 

      東日本大震災追悼行事（キャンドル灯火、震災復興についての講演会）を、なんば

OCAT 

にて行った。（平成 26年 3月 11日） 

（３）学生災害ボランティアバスの継続的な実施 

   平成 26年 8月 18日～8月 23日の日程で学生災害ボランティアバスを企画・実施する。 

       

５ 協力機関・団体等 

  福島県立医科大学 医療人育成・支援センター 

  福島県立医科大学 災害医療総合学習センター 

  南相馬市社会福祉協議会 生活復興ボランティアセンター 

  南相馬市立総合病院 

  医療法人社団養高会 高野病院・特養老花ぶさ苑 

  Fukushima Will （福島県立医科大学学生ボランティアサークル） 

  Nara Will（奈良県立医科大学学生ボランティアサークル） 

  Wakayama Will（和歌山医学生災害ボランティアグループ） 

  和歌山県立医科大学同窓会 

  NPO和歌山県医学学術振興協会 
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神経障害性疼痛における末梢性 VEGF の役割に関する研究 

 

和歌山県立医科大学 

医学部 4年 西上 英樹 

医学部 3年 門脇 友維 

指導教員 岸岡 史郎 

 

目的 

 神経障害性疼痛は組織損傷の治癒後においても長期間痛みが遷延する慢性疼痛であり、

生活の質を著しく低下させるものの、現状ではその根本的治療法はない。神経傷害性疼痛

の病態生理は慢性神経炎症と密接に関連しており、マクロファージ由来の炎症性メディエ

ーターの関与が提唱されている[1, 2]。当研究室においても、神経傷害後に炎症性サイトカ

インおよびケモカインの発現が増加し、疼痛形成に重要な役割を果たすことを報告してい

る[3]。 

 マクロファージから放出される血管内皮増殖因子（Vascular Endothelial Growth Factor: 

VEGF）は血管新生に関与することが知られており、種々の炎症性疾患におけるその役割が

注目されつつある[4, 5]。しかしながら、慢性神経炎症を伴う神経障害性疼痛とVEGFとの関

係は知られていない。そこで本研究では神経障害性疼痛モデルマウスを用い、その病態生

理におけるVEGF の役割について検討した。 

 

方法 

1) 実験動物と手術 

 全ての実験には全て 4週齢の雄性 ICR マウス（SCL、浜松）を用いた。温度 23−24℃、湿

度 60−70％、照明時間を 8−20時とする環境にて飼育し、飲料水と飼料を自由に摂取させた。 

 神経障害性疼痛モデルは、坐骨神経部分結紮法（Partial Sciatic nerve Ligation: PSL）により

作製した。ペントバルビタール（72 mg/kg、腹腔内投与）麻酔下においてマウス右後肢の皮

膚を小さく切開し、露出させた坐骨神経の 1/2−1/3を縫合糸で結紮した。対照（Sham）処置

としては坐骨神経の露出のみを行った。その後、切開した皮膚を抱合し、ポビドンヨード

を用いて消毒を行った。 

 

2) 蛍光染色 

 ペントバルビタール深麻酔下のマウスに PBS を経心的に灌流して脱血した。続いて蛍光

色素 DiI（Invitrogen、Carlsbad、CA）を灌流し[6]、4％PFA による灌流固定後に坐骨神経を

摘出した。坐骨神経を 4%BSA で１時間ブロッキングした後、一次抗体 CD31（1:50、Abcam、

Cambridge、MA）を一晩反応させた。洗浄後、二次抗体 Alexa-488（1:200、Invitrogen）を 2
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時間反応させ、Hoechst33342（Invitrogen）による核染色を行った。坐骨神経をカバーガラス

の上に置き、倒立型蛍光顕微鏡（Keyence、東京）を用いて観察した。 

 

3) 薬物投与 

 抗 VEGFA中和抗体（R&D systems、Minneapolis、MN）を PBS に溶解した。VEGF受容

体チロシンキナーゼ阻害薬 SU5416（Sigma Aldrich、東京）は DMSO に溶解し、PBSによ

り希釈した。皮膚切開を行うことなく、30ゲージの注射針を接続したマイクロシリンジを

用いて麻酔下のマウスの坐骨神経周囲に 10 l を投与した。抗 VEGFA 中和抗体は計 3 回

（PSL処置日、3日後、および 6日後）投与し、SU5416は計 7回（PSL処置日から 6日後

まで連日）投与した。 

 

4) 行動実験 

 von Frey テストではマウスを金網状で順化させ、屈曲圧 0.07 g の von Freyフィラメント

（Neuroscience、東京）を用いて後肢足底に 10 回触刺激を行った。刺激に対する逃避反応の

数を測定し、触アロディニアを評価した。 

 Hargreavesテストではマウスを強化ガラス上で馴化させ、後肢足底に放射熱を 3回照射し

た。刺激に対する逃避反応潜時の平均値を測定し、熱痛覚過敏を評価した。組織傷害を防

ぐため、カットオフ値は 15秒とした。 

 

結果 

1) 傷害坐骨神経における血管新生 

PSL後の坐骨神経における血管動態を DiI標識により評価したところ、PSL7 および 21日

後に Shamと比較して著しい異常血管形成（血管新生）が認められた（Fig. 1A）。また PSL7

日後におけるDiI蛍光が血管内皮細胞マーカーであるCD31のシグナルと完全に一致してお

り、DiIによる血管特異的な染色が確認された。（Fig. 1B）。 

 

2) 神経障害性疼痛に及ぼす VEGFシグナルの影響 

血管新生には VEGF シグナルが必須であると言われている。そこで PSL 後の触アロディ

ニアおよび熱痛覚過敏における VEGF の関与について行動実験により検討した。PSL 誘発

アロディニアおよび熱痛覚過敏は、抗 VEGF 中和抗体の投与により長期的に抑制された。

PSL処置後チロシンキナーゼ阻害薬（SU5416, 3 g）を投与しても、PSL7 日後において疼

痛行動の抑制効果が用量依存的に認められた。 
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考察 

本研究では、神経障害性疼痛における末梢性 VEGFの関与について検討した。VEGFには

VEGFA〜Dの４つのサブタイプが知られているが、中でも VEGFA が血管新生において最も

重要な役割を担う[5]。組織が虚血状態に陥ると VEGFA が産生され、組織修復および炎症反

応に寄与することが報告されている[4]。今回の結果では、PSL 後の坐骨神経において後期

に著しい血管新生が観察されたが、初期では血管の破綻が生じていた。この虚血状態が

VEGFA の産生を誘導するのかも知れない。VEGFA はマクロファージや好中球によって産

生されることが報告されている。従って、傷害坐骨神経に浸潤するこれらの免疫細胞は炎

症性サイトカインやケモカインのみならず、VEGFの産生源としても重要であることが示唆

される。 

また VEGF受容体である VEGFR1 および VEGFR2は、血管内皮細胞およびマクロファー

ジに局在することが報告されている[7, 8]。これらの知見より、傷害神経周囲の免疫細胞か

ら VEGFA が放出され、血管内皮細胞およびマクロファージの VEGFR1 または VEGFR2 を

介して血管内皮細胞の増殖ならびに血管新生を促進することが示唆される。VEGFA 中和抗

体ならびに SU5416 が神経障害性疼痛を抑制したことは、VEGFシグナルを介した末梢血管

新生が疼痛形成に重要な役割を果たすという仮説を支持している。 
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VEGF による血管新生は神経傷害部位における血管内皮細胞およびマクロファージに栄

養因子を供給し、炎症性マクロファージの更なる遊走と集積が慢性神経炎症と神経障害性

疼痛を増悪させることも考えられる。また VEGF は培養マクロファージにおいて IL-1β や

TNF-αなどの炎症性サイトカインの発現を増加させると報告されているが、神経障害性疼

痛を担うマクロファージでの VEGFR の役割は不明である。今後は、マクロファージにおけ

る VEGFシグナルの役割と神経障害性疼痛との関連を明らかにすることが重要である。 
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沖縄・波照間島における離島医療 

～地域医療の理解を深めるために～ 

                     

和歌山県立医科大学 

医学部 5年 中濱潤美 芝田あゆみ 

指導教員 宇都宮洋才 

 

Ⅰ、目的 

和歌山県立医科大学では、和歌山県における地域医療に力を入れている。地域医療の理

解を深めるために設備やスタッフが整っている本州から遠い沖縄県の離島において実際ど

のような医療が住民に提供されているか、また住民がどのような医療を求めているのかを

学ぶことを目的とする。 

 

Ⅱ、研修期間 

８月１９日、２０日 

 

Ⅲ、研修先 

 波照間診療所 

 

Ⅳ、波照間島・診療所について 

 人口 ５４８人（０～１４才；８２人、１５～６４才；３０９人、６５才～；１９０人） 

 石垣島から高速船で１時間、日本最南端の診療所 

 医師１人（朴先生）、看護師１人、事務１人 

 患者 約１５人/日 

 ヘリポートあり（ヘリで石垣島まで１５分程度。要請から到着まで日中であれば 1時間程度） 

  

＊八重山病院 

八重山医療圏で唯一の総合的な診療ができる地域中核病院です。本院の診療は一般

医療はもとより、救急医療や、訪問診療、訪問看護、附属巡回診療等と多岐にわたる

医療サービスを地域に展開し、住民の皆様のニーズに答えている。救急医療の中でも

特筆すべきことは周辺離島や、周辺海域からの海上保安庁のヘリコプターによる急患

搬送業務です。周辺離島からの救急患者の搬送件数は年間１００件ほどで、医師の添

乗率は約１００％です。 
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また石垣島周辺の海上を航行する船舶からの救急患者の救助要請は年間数件あり、海

上保安庁と協力して実施しております。 本院には１６の診療科があり、医療機器は CT 、

MRI、乳房撮影装置、心血管撮影装置等を装備し、地域に密着した地域完結型の急性期

医療を主体に充実した日常診療を行っております。 

また竹富町の小浜島と波照間島そして西表島の東部と西部の４ヶ所の付属診療所と与

那国町立診療所の後方支援も行なっております。 

 

Ⅴ、研修内容 

 

＊波照間診療所の朴先生に、実際の離島医療についてのお話を伺いました。 

私達がお聞きしたことを先生の言葉をお借りして以下にまとめます。 

 

【波照間島という離島医療を志した理由】 

もともと国際保健や医療行政/政策に興味をもち、学生時代にも海外の NGO で研修したり、

WHO でインターンをしたりしている。患者の疾患を治すということ以上に患者個人の人生

や幸せ、地域全体の健康問題などに興味があり、自分の手の届く範囲の人びとや地域全

体の幸せを考えることのできる人になりたいと思っていた。 

沖縄県立中部病院のプライマリケアコースという 5年間のコースで 4年目からひとり

で離島診療所長として赴任できるプログラムがあり、臨床医としてのスキルを磨ける、

中部病院が肌に合う、その後のキャリアパスも広がりそう、また比較的若い時点で責任

もって離島という地域をまかされるという点も理由にあげられる。 

【離島における医師と患者の理想の関係】 

 地域社会において、例えば農家の人は農業という専門性があり、医師は医療という専門

性があるにすぎないと考える。こちらは農作物をいただくし、提供できるものとしてお世

話になっている人に医療の専門家として治療したりアドバイスしていると思っている。 

「"診療所内の医師患者関係"だけでない、お互いの人間的な魅力を通して島の人と関わ

ることが大切であり、同時に「この人なら大丈夫」と信頼されることも必要と考える。 

【医師一人で診療をしている現状への改善点】 

医療自体完璧でもありませんし、ひとりで医療する責任や不安を分散できればと思うこ

とはある。沖縄県は他の離島もあり、情報共有は進んでいる方。 

今後日本の地域医療は地域間の情報共有、地域に医師の孤独感の改善という意味でもっ

と進んでくると思う。 

【大きな病院との設備、医療スタッフの充実度の差】 

設備やスタッフは明らかに少ないが、そもそも役割が違うので、離島にこれ以上の機材

やスタッフは不要だと思う。例えばこの診療所に CT 等の医療機器は基本的に不要。医療費

の無駄で、高度な医療は地域の拠点病院に集中してそこでやる方が他の専門医にとっても
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良いと思う。逆に地域の医療は”地域医療”という高度に専門化された医療なので、高価

な医療器具や例えば脳神経外科専門医などは必要ないが、逆に地域の人びととのコミュニ

ケーション、地域を巻き込んだ活動、家族背景を把握した上での問診スキルなどが必要だ

と思う。 

あえて必要なものとしては、安定した石垣島との定期運行便とか集落ごとの背景把握を

しているキーパーソンとのネットワークなど、病院とは全く違う価値観/ニーズの中でやっ

ていると思う。 

【限られた設備、スタッフのもとで島内で医療を完結させることへの工夫】 

そもそも地域の中で必要な医療という意味では医療機器、医療者は十分。 

波照間島に関しては、例えば透析患者が島内に住めない（週 3回 1日 4時間程度の透析

をすると日帰りできないため）が、波照間で透析できるようにすることは費用対効果と

いう意味でメリットがないし、現状で透析をしに石垣島へ移り住むことも、透析しない

で尿毒症になったりしながら島で暮らして死ぬことも、その人がどうやって生き死んで

いくかという価値観の問題なので、どちらが正しいという訳でもない。 

工夫と言えるかわからないが、常に患者さんや患者の家族の本当の望みはなんなのか

を聞き、考えながら診療をしている。あと、地域のキーパーソンや他の医療、保健関係、

役所などなどとの連携は密にとるように心がけている。 

【大学病院との大きな違い】 

大学はシンプルだけど重症な患者やまれな病気を診るところ、診療所はシンプルな問題

から complex complicated chaotic な問題を扱うところと考える。いわゆる医療におけ

る役割の違いと言えるもので、医療のセッティングの違いだと思う。  

【島で必要な診療科】 

多いのは慢性内科疾患のフォロー（高血圧、脂質異常症、糖尿病、痛風、脳卒中後、慢

性心不全など）、 整形疾患（変形性関節症、脊柱管狭窄症、ヘルニア、肩/腰/首/手首な

どの痛み）、高齢者特有の疾患（転倒、排尿障害、褥瘡、誤嚥性肺炎、認知症など）、小

児（急性感染症、予防接種）、皮膚科（発疹、虫さされ、クラゲ）、耳鼻科（中耳炎、め

まい）、眼科（白内障など）、救急的な外傷、骨折、脱臼など。 

【訪問医療で心がけていること】 

医学的に正しいことが臨床現場ではいつもベストな選択とは限らないので、訪問診療に限

らずだが、まずは信頼関係を気づいていくことに注意している。 

【島の住民への病気予防などの医療教育】 

自ら働きかけて講演会という形で行うこともあれば、ポスターをはったりすることもあ

るし、形にならない飲み会や付き合いの中で話すこともある。 

ただ島の人の健康意識も講話をすれば向上するというものでもなく、信頼する島の仲間

が行っているからやってみようと思ったり、医者が言うことを島の人がやるようになる

のではなく、島の人が自分たちで考えるようになるのが目標だと思っている。 
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【島外の専門医との連携】 

電話、インターネットなど手段は様々。 

気軽に電話で相談したり、インターネットで定期的に総合病院とカンファレンスしたり、

他の離島と経験を共有したりしている。 

【島外からのバックアップ体制(新たな医師の補足や、医療設備のバックアップの有無)】 

沖縄県立中部病院のプライマリケアコースなどから定期的に離島医師が育っているので、

定期的に医師が代わっている。沖縄県として現在代診医師制度を確立中である。現在で

も年間２０日数程度で学会や私用で島を離れる際は代診医師が派遣される。 

 

 

＊島民にも意見をお伺いしました。 

・島民の女性 

離島に医師を派遣してくれる制度がしっかりしており、医師不足はあまり感じていない。 

また離島に志願してやってくる医師もいるので、島民として嬉しく思う。 

・島民の男性 

石垣島の八重山病院での 24 時間患者受け入れ制度が整っており、命に関わる重篤な病気

になっても必ず八重山病院が受け入れてくれるといった安心感がある。 

 

Ⅵ、研修を終えて 

・芝田あゆみ 

この実習では、朴先生に多くのお話を聞かせていただき、とても有意義な実習になった。

和歌山県立医科大学でも和歌山県下の僻地医療に力を入れており、多くの学生が僻地医療

について理解を深めることが必要であると考える。人は１人では生きていけないし、それ

ぞれの立場でお互いに支え合って生きている。いくつになっても視野を広く持ち続け、年

齢、性別、職業、地位に関係なく、どんな人に対してもしっかり向き合って理解し、互い

に信頼関係を築き、医療を行いたいとこの実習を通して強く感じた。また、僻地では情報

の共有、責任や不安の分散の重要さを知ることができた。地域のネットワーク、医療施設

間や医師間での情報共有、ディスカッションの場を設けるなど、制度として確立できうる

ことはしていくべきと考える。 

 

・中濱 潤美 

 実際に働いている朴先生のお話や島民のお話をお聞きでき、私が考えていた地域医療へ

のイメージが変わりました。地域医療への意識が高い医師が働いており、医師は疾患だけ

でなく患者個人の人生や地域全体の健康問題まで考えており、患者との向き合い方も信頼

関係を築くために工夫されておられることに感銘を受け、自分の今後の医師人生での患者
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との人間関係の築き方にとても役立たせたいと思いました。また、設備は十分であり、医

療費がかかる医療機器は地域の拠点病院に集中して、そこでやる方が適当な役割分担がで

きて効率的であるという実態を知れ、島民の「医師不足は感じてないし、八重山病院のバ

ックアップ体制への安心感をもっている。」という言葉からも、この離島における地域医療

はとても充実しているものであることを感じました。地域医療という高度に専門化された

医療であり、これから日本全国において地域医療されているところとの情報共有が大事で

あると私は考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年度事業実績 

 

保健看護学部 
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開催した委員会一覧 

入試制度検討委員会 

第１回 

開催日時：平成２５年４月１７日（水） 

議 事：１．副委員長の選定について 

２．平成26年度入試について 

 

ＦＤ委員会 

第１回 

開催日時：平成２５年４月２２日（月） 

議 事：１．副委員長について 

２．平成25年度年度計画について 

 

第２回 

開催日時：平成２５年５月２０日（月） 

議 事：１．特別講演会の時期及びテーマについて 

     ２．ＦＤカンファレンスの開催日等について 

      

第３回 

開催日時：平成２５年６月２６日（水） 

議 事：１．特別講演会の講師について 

２．ＦＤカンファレンスの開催日等について 

３．教員相互授業参観について 

                                     

第４回 

開催日時：平成２５年８月２７日（火）      

議 事：１．特別講演会の開催について 

２．教員相互授業参観について 

 

第５回          

開催日時：平成２５年９月１８日（水） 

議  事：１．特別講演会の講師について 

２．ＦＤカンファレンスについて 

３．教員相互授業参観について 

 

第６回              

開催日時：平成２６年２月１９日（水）      

議 事：１．平成25年度のまとめについて      

２．平成26年度に向けての確認について 
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ＦＤ委員会名簿 

委 員 長―山田和子 

副委員長―内海みよ子 

委    員―石村由利子、上松右二、 池田敬子、上田伊津代、谷野多見子、加藤善宣 
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開催したＦＤ一覧 

 

第１回 

開催日時：平成２５年４月３日（水）１３：００～ 

演 題 １：大学院博士後期課程について 

演 者：保健看護学部  教授 山田 和子 

演 題 ２：専門看護師について 

演 者：大学院保健看護学研究科 特任教授  佐々木 榮子 

参加者数：教員約３０名 

 

第２回              

開催日時：平成２５年５月１日（水）１３：００～ 

演 題 １：地域イノベーション活動について 

演    者：保健看護学部 教授 有田 幹生 

            講師 岡  檀 

参加者数：教員約３０名 

 

第３回          

開催日時：平成２５年６月５日（水）１３：００～ 

演 題 １：高齢者の脳を守る 

演 者：保健看護学部 教授 上松 右二 

参加者数：教員約３０名 

 

第４回          

開催日時：平成２５年９月４日（水）１３：００～ 

演 題 １：本学助産学教育を担当して、課題と将来展望 

演 者：助産学専攻科 教授 三島 みどり 

参加者数：教員約３０名 

 

第５回          

開催日時：平成２５年１０月２日（水）１３：００～ 

演 題 １：ハウツーゲット科研費 

演 者：企画研究課 主事 津村 麻里子 

演 題 １：科研費の申請に向けて 

演 者：保健看護学部 教授 上松 右二 

     保健看護学部 教授 鹿村 眞理子 

参加者数：教員約３０名 
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第６回          

開催日時：平成２５年１１月６日（水）１３：００～ 

演 題 １：看護学生の死生観を育てる 

演 者：保健看護学部 教授 鹿村 眞理子 

参加者数：教員約３０名 

 

第７回          

開催日時：平成２５年１２月４日（水）１３：００～ 

演 題 １：精神看護実習の実際と課題 

演 者：保健看護学部 助教 早川 博子 

参加者数：教員約３０名 

 

第８回 

開催日時：平成２６年１月８日（水）１３：００～ 

演 題 １：急性期看護実習について 

演 者：保健看護学部 助教 山本 美緒 

参加者数：教員約３０名 

 

第９回 

開催日時：平成２６年３月５日（水）１３：００～ 

演 題 １：感染予防に向けての基礎的研究 

演 者：保健看護学部 講師 池田 敬子 

参加者数：教員約３０名 
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ＦＤ特別講演会一覧 

 

第１回 

開催日時：平成２５年７月１０日（水）１３：００～ 

演  題：大学院教育の目指すこと 

演 者：和歌山県立医科大学大学院保健看護学研究科 特任教授 川田 智恵子 先生 

参加者数：教職員、大学院生２９名 

 

第２回 

開催日時：平成２５年８月１９日（月）１３：３０～ 

演  題：大学教員に求められる教育力 

演 者：国立教育政策研究所高等教育研究部 部長 川島 啓二 先生 

参加者数：教職員３６名 

 

第３回 （附属病院看護部との共催）             

開催日時：平成２５年３月２０日（木）１７：３０～ 

演 題 １：教育の臨床と協働 

演 者：公益社団法人日本看護協会 会長 坂本 すが 先生 

参加者数：教職員、看護職員１５９名 
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発 行 し た 冊 子 

 

保健看護学部では、平成２５年度に以下の１冊の冊子を発行しました。 

 

平成２５年度保健看護研究Ⅱ報告書 

 

平成２５年度４年生による保健看護研究Ⅱの報告書（１７編）です。 

 

発行年月:平成２６年３月 

編  集:和歌山県立医科大学保健看護学部 

発 行 者:和歌山県立医科大学保健看護学部 

 

  保健看護研究Ⅱ報告書は、平成１６年の４年制大学への移行以来、毎年刊行されています。 

  平成２５年報告書は、保健看護学部第７期生がほぼ１年間かけて取り組んだ報告書・論文を取りまと

めたものであります。研究の過程において、自ら感じた疑問や問題をこれまで学んだ知識を活かして論

理的な思考で解決方法を考えること、あるいは自ら主体的に取り組んでいることがわかる報告書です。 
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平成２５年度に取り組んだ事業 

 

 

第５回和歌山県立医科大学保健看護学会 

 

和歌山県立医科大学保健看護学部設立の理念を継承し、保健看護学の進歩発展と卒業生および教職員

など相互の研鑽・親睦をはかり、地域の総合的な保健医療の推進、向上のために貢献することを目的と

して、和歌山県立医科大学保健看護学会を設立いたしました。第５回 和歌山県立医科大学保健看護学会

は第１回から継続している「連携・研鑽・飛躍」を学術学会のテーマとして開催しました。 

 

  １）日 時：平成２５年８月３日（土）９：５０～                                        

  ２）会 場：保健看護学部大講義室                                            

  ３）日程表： 9:50～    開会挨拶                                                

10:00～10:50  一般演題発表  

11:00～12:30  シンポジウム                                        

                                  テーマ：看護実践知の探求と共有―認定看護師の立場から― 

シンポジスト 

                                             星田 龍也 （済生会和歌山病院／救急看護） 

                                             古賀 麻裕子（和歌山県立医科大学附属病院 

／脳卒中リハビリテーション看護） 

神保 昌世   （橋本市民病院／感染管理） 

橋本 眞由美（労働者健康福祉機構和歌山労災病院 

／摂食・嚥下障害看護） 

                                   座 長：水田 真由美 （和歌山県立医科大学保健看護学部） 

                 ：服部 園美  （和歌山県立医科大学保健看護学部） 

12:30～12:50 総会                                              

13:40～15:10 特別講演 

                                  テーマ：現象学的看護研究について 

講演者：松葉 祥一（神戸市看護大学 教授） 

座 長：上松 右二（和歌山県立医科大学保健看護学部） 

15:15～16:00  一般演題発表                                      

16:00     閉会挨拶                                             

17:00～18:00  懇親会                                            

  ４）参加者：教員、卒業生等  計 １２６名     
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第５回和歌山県立医科大学保健看護学会ポスター 
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平成２５年度学生自主カリキュラムの取組 

 

１．三葛の子どもたちを対象とした健康教室 

久木 美怜（保健看護学部１年）  馬部加奈子（保健看護学部１年） 

   平田 佳苗（保健看護学部１年）   平松真里江（保健看護学部１年） 

   福岡 琴子（保健看護学部１年）   宮井麻由佳（保健看護学部１年） 

 

  和歌山市三葛地区の小学生を対象に、生活習慣の基礎ができる時期にある児童に対して、健康な体作りの

大切さに気づいてもらう機会となるよう「元気いっぱいの健康な体を作ろう！」というテーマで健康教室を

行った。手洗いや歯磨きでは、ハンドピカのジェルやカラーテスターという使用したことのないものを用い

たことで、関心を持って取り組んでくれたり、昼食作りは、苦手だといっていたものも自分たちで調理した

ことで、口にすることができていた。また、健康教室を楽しみにしている子どもたちや、継続して開催する

ことを期待してくれている保護者もいるので、これからも毎年続いていくことで、子どもたちの健康意識が

高まり、地域交流も図れるのではないか。 

        

２．音のない世界 ～人と人をつなぐ手～ 

   伊藤絵理香（保健看護学部４年）    北原 実侑（保健看護学部４年） 

赤阪 美代（保健看護学部３年）    遠藤  愛（保健看護学部３年） 

坂口佳奈映（保健看護学部３年）  滝  逸子（保健看護学部３年） 

根来 真歩（保健看護学部３年）    稲田 鈴佳（保健看護学部２年） 

小藪 安紀（保健看護学部２年）   福岡 拓真（保健看護学部１年） 

別府 朋香（保健看護学部１年） 

 

手話サークルでは、ろう者を招き、医療現場を想定したロールプレイを通して手話を学んだり、ろう者

の心情を聞かせてもらったりしている。その活動のなかで、ろう者が普段どのように生活しているのか、

実際の状況をよく理解できていないことに気付き、ろう者の日常生活についてライフステージに沿って知

り理解を深めるため、小児・成人・老年の施設を訪れ、研修を実施した。今回、小児・成人・老年を対象

とした施設をそれぞれ訪問し、ろう者への各ライフステージにあわせた支援の実際について学ぶことがで

きた。聴覚障害がある中で、言葉を覚えて思いを伝えたり受け取ったりすること、社会で自立した生活を

営むことは容易なことではないが、不可能でもない。それらを可能にするためには、適切な支援やろう者

を理解して受け入れる社会が必要であることを学んだ。 

 

 

３.自然災害（東日本大震災）と精神病患者の関連について 

浜野 彩那（保健看護学部２年）  盛井 彩花（保健看護学部２年） 

森本 彩日（保健看護学部２年）  湯川 菜央（保健看護学部２年） 

 

自然災害という大きな環境の変化が精神障害者の症状にどのような影響を及ぼしたのか、精神障害

者は災害時どのように、どこへと避難するのか、疑問を感じ、知りたいと考えた。また、これらから

今後考えられる南海トラフ地震への精神科に関する対策に繋げられるのではないかと考え、東日本大

震災の実際の被災地へ赴いた。災害が起きても通常と変わらないような人間関係を普段から築いてい

ることが大切だということを学んだ。私たちは、精神面に重きを置き今回の自主カリキュラムに取り
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組んできたが、精神面だけを取り上げてみるのは難しく、身体面とは切っても切り離せない関係にあ

るということを再認識させられた。私たちは精神の問題というと精神面だけに目がいってしまいがち

だが、身体と心は密接につながっており、この両面に支援することが大切であることを学んだ。 

 

４．花園地区の住民のつどい（運動会・秋祭り）への参加 

鈴木 弘貴（保健看護学部４年）  森下 美佳（保健看護学部４年） 

浜口 知世（保健看護学部２年）  圦本真里奈（保健看護学部２年） 

中谷 智香（保健看護学部２年）  太田 桜子（保健看護学部２年） 

西村 珠美（保健看護学部２年）  中川 里佐（保健看護学部１年） 

日置雄一郎（保健看護学部１年）  西田 有希（保健看護学部１年） 

浦  朱音（保健看護学部１年）  平田 佳苗（保健看護学部１年） 

 

花園地区は豊かな自然に囲まれる美しい場所である。しかし、一方では過疎化と高齢化が大きな問題と

なり、近い将来限界集落になるかも知れないと予測されている。花園地区には、１年生時の春にある早期

体験実習で全員訪れており、また機会があれば訪れたいと考えていた。過疎化地域の活性化や高齢者の

方々の健康問題についてどうしていけばいいのか、はこれからずっと考えていかなければいけない課題で

ある。今の私たちに出来ることは小さいことであるが、何らかのアクションを起こし、問題について考え

ていくのが重要なのではないか。今回花園地区を訪れたことで、以前と変わらない住民たちのあたたかさ

や自然に触れ、改めてその素晴らしさを感じることができた。また機会があれば訪れて、花園の自然や、

住民の方たちが守り続けている伝統芸能の素晴らしさを外に伝えていきたいと考えている。 

 

５．国の機関で働く看護師について 

太田 桜子（保健看護学部２年）  酒向 翔子（保健看護学部２年） 

西村 珠美（保健看護学部２年） 

 

看護系技官は看護師免許を必要としながらも国の機関を職場とする職種であった。そんな看護系技官は

病院で働く看護師とは違う仕事をしているのだろうということは分かったが、具体的な内容はインターネ

ットで調べても分からなかった。そこで、厚生労働省を見学することによって看護系技官の職種について

知り、また、看護系技官という職業や医療に果たす役割について学ぶことで看護師免許を持つことの可能

性を考察したいと考えた。今まで看護師免許を持つ人の仕事は病院で働くイメージが強かったが、今回厚

生労働省を訪問して実際に看護系技官の方に話を聞いて、病院で働く以外にも働く場があり、大学や現場

で学んだことを違う形で活かすことができるとわかった。私たちが大学で学んでいる看護理論や看護研究

で得られる学習が活用されるのは、病院でのケアだけでなく、看護系技官としても大切となるのだと学ん

だ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床技能研修センター 
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和歌山県立医科大学臨床技能研修センター設置及び管理・運営規程 

 

制  定 平成18年11月14日和医大規程第 313 号 

最終改正 平成 22年 4月 1 日和医大規程第 14号  

 

 （趣旨）  

第１条 この規程は、和歌山県立医科大学内に設置する臨床技能研修センターの使用に関

して、必要な事項を定めるもので、施設・備品の円滑かつ良好な管理・運営を図ること

にある。 

 （設置） 

第２条  和歌山県立医科大学内に臨床技能研修センターを設置する。 

２ 臨床技能研修センターには、次の研修室を設置する。 

(１) 基本的手技研修室 

 (２)  外科的手技研修室 

 (３)  ＢＬＳ・ＡＣＬＳ研修室 

 (４)  模擬病室 

 （目的） 

第３条  臨床技能研修センターは、和歌山県立医科大学の学生、同附属病院の研修医をは

じめとする教職員、さらには地域医療支援のため、地域医療機関等の医療従事者の臨床 

技能の習得・向上及び安全管理の確立を図ることを目的に設置するものである。 

 （審議） 

第４条 臨床技能研修センターの管理・運営に関する重要事項については、教育研究開発 

センターの臨床技能教育部会で審議する。 

 （管理者の設置） 

第５条 臨床技能研修センターの管理・運営及び教育支援を行う管理者をおく。 

２ 管理者は、教育研究開発センター長をもって充てる。 

３ 臨床技能研修センターに関する事務は、教育研究開発センターが所管する。 

 （管理者の業務） 

第６条 臨床技能研修センターの管理者の業務は、次のとおりとする。 

 (１)  臨床技能研修センターの使用の管理 

 (２)  臨床技能研修センターの施設・備品の管理 

 (３)  使用者への技術指導 

 (４)  使用対象者への広報活動 

 (５)  教育研究開発センター臨床技能教育部会への管理・運営報告 

 (６)  その他、臨床技能研修センターの管理・運営に必要な業務 

  



- 67 - 

 

（使用対象者） 

第７条 臨床技能研修センターを使用できる者は、次のとおりとする。 

 (１)  和歌山県立医科大学に在籍する学生、大学院生、研究生、研修生、大学院研究生及

び博士研究員 

 (２)  和歌山県立医科大学及び同附属病院に所属する研修医及び教職員 

 (３)  教育研究開発センター、卒後臨床研修センター等、学内組織が主催または共催する 

  講習会に参加する者 

 (４)  地域医療機関の医療従事者 

 (５)  その他、管理者が適当と認めた者 

 （使用内容） 

第８条  臨床技能研修センターの使用内容は、次のとおりとする。 

 (１)  学生対象の臨床実習準備教育 

 (２)  学生対象の臨床実習中の臨床技能教育 

 (３)  研修医対象の卒後研修中の臨床技能研修 

 (４)  院内・外の医療従事者等対象の臨床技能講習 

 (５)  学生、研修医、医師、看護師、救命救急士、市民等対象のＢＬＳ・ＡＣＬＳ講習  

 (６)  院内の研修医及び教職員対象の安全管理教育 

 (７)  第１号から第３号に係る予習・復習等の自己訓練 

 (８)  その他、管理者が必要と認めた場合 

 （使用日時） 

第９条  臨床技能研修センターを使用できる日は、土曜日、日曜日、国民の祝日に関する 

法律に定める休日、年末年始（12月29日から翌年１月３日まで）及び本学創立記念日を

除く日とする。ただし、管理者が特に必要と認めるときは、この限りではない。 

２  臨床技能研修センターを使用できる時間は、原則として午前９時から午後５時までと 

する。ただし、管理者が特に必要と認めるときは、この限りではない。 

 （使用申込） 

第10条 臨床技能研修センターを使用するときは、使用予定日の１か月前から前日までに、

臨床技能研修センター使用承認申請書（別紙様式）を管理者に提出し、承認を得なけれ

ばならない。 

２  使用の承認を受けた者が、承認された使用日時等を変更するときは、事前に管理者の 

承認を得なければならない。 

３ 使用の承認を受けた者が、使用を中止しようとするときは、速やかに管理者に届け出 

なければならない。 

 （使用承認） 

第11条 使用の承認は原則として予約先着順とする。ただし、第８条第１号から第６号ま

でに規定するものについては、優先して使用させることができる。 
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２ 予約の重複については、教育研究開発センターにて調整を実施し、管理者が決定を行 

う。 

 （使用承認の取り消し等） 

第12条 使用の承認を受けた者が、次の各号のいずれかに該当するときは、使用承認を取

り消すことがある。 

 (１)  使用承認の目的に反したとき。 

 (２)  目的以外の使用又は又貸しをしたとき。 

 (３)  本規程の取り決めに違反したとき。 

 (４)  管理・運営上の支障が生じたとき。 

２ 大学において実習の実施等緊急に必要が生じたときは、使用承認の取り消し、又は使 

用の条件変更を行うことがある。 

 （使用方法） 

第13条 臨床技能研修センターの使用にあたって、教育研究開発センターの事務取扱時間

内のときは、使用時間直前に、同センター係員に身分証明書を提示し、使用承認の確認

を受けたうえで使用すること。 

２ 臨床技能研修センターの使用にあたって、教育研究開発センターの事務取扱時間外の

ときは、事務取扱時間内に、同センター係員に身分証明書を提示し、使用承認の確認を

受けたうえで、鍵（カード）の貸し出しを受け、使用者が解錠すること。 

３  事務取扱時間外に臨床技能研修センターを使用した者は、使用を終え次第、戸締まり

の確認をしたうえで、鍵を閉めて、速やかに鍵（カード）を教育研究開発センターに返

却するものとする。 

 （自己責任） 

第14条 臨床技能研修センターの使用にあたっては、実習指導教員の指導のもとに行うよ

う努めるものとする。 

２ 臨床技能研修センターの備品を使用する者は、事前に使用方法を理解・習熟していな 

ければならない。なお、使用方法については、教育研究開発センターが適宜、講習会、 

ビデオ、説明書などを用いて研修を実施するものとする。 

３ 臨床技能研修センターの使用者に、万が一事故が生じたときの責任は、使用者本人が 

負うものとする。                                

 （遵守事項） 

第15条  臨床技能研修センターの使用者は、次の事項を遵守するとともに、管理者及び教 

育研究開発センター係員の指示に従わなければならない。 

 (１)  常に良識ある行動をとり、秩序・風紀の維持及び設備・備品の保全に努めること。 

 (２)  使用目的以外の用途には使用しないこと。 

 (３)  設備・備品を断りなく改変しないこと。 

 (４)  設備・備品を断りなく室外に移動しないこと。 
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 (５)  常に整理整頓に努めること。 

 (６)  使用を終了したときは、設備・備品を使用前の状態に戻すこと。 

 (７)  使用済みの注射針等の医療系廃棄物は、所定の容器に廃棄すること。 

 (８)  設備・備品を損傷、汚損、紛失しないこと。 

 (９)  ごみは各自持ち帰ること。 

 (10)  飲食・喫煙をしないこと。 

  (11)  火気を使用しないこと。 

  (12)  使用時間を厳守すること。 

  (13)  使用を終えたときは、消灯、空調機器の停止、窓の戸締まりを行うこと。 

  (14)  金銭等の貴重品は各自が責任をもって管理すること。 

  (15)  設備・備品の取扱いは、各自が責任をもって行うこと。 

 （備品の使用と報告） 

第16条 臨床技能研修センターの備品のうち、保管している消耗品等の使用を予定してい

る者は、使用承認申請書にその旨を記載し、承認を得たうえで、教育研究開発センター 

の事務取扱時間中に同センター係員に申し出て、立ち会いのうえ、借り受けるものとす

る。また、使用後も同センター係員立ち会いのうえで、消耗品等の使用済数及び残数を 

確認のうえで、使用済分は破棄し、未使用分を返却するものとする。なお、使用終了が 

教育研究開発センターの事務取扱時間外のときは、日を改めて、事務取扱時間中に同セ

ンター係員に残数の確認を受け、未使用分を返却するものとする。 

２  備品のうち、注射針等については、原則として教育研究開発センターの事務取扱時間 

外には、使用することができない。ただし、実習指導教員の指導のもとで使用するとき 

は、この限りではない。 

 （貸し出し） 

第17条 臨床技能研修センター外で備品の使用を希望する者は、事前に教育研究開発セン 

ターに申し出て、所定の手続きを行うものとする。ただし、同センター外で備品を使用 

できるのは、教育研究開発センター、卒後臨床研修センター等、学内組織が主催または 

共催する講習会等を実施するときに限る。 

 （費用負担） 

第18条  臨床技能研修センターにおいて使用した消耗品及び施設・備品の運営に伴う費用 

負担は別途定めるものとする。 

 （損傷等の措置） 

第19条 臨床技能研修センターの使用者が故意又は重大な過失によって、施設又は設備・ 

備品等を損傷又は紛失したときは、直ちに教育研究開発センターに届け出て、その指示 

を受けなければならない。また、これによって生じた損害又はその原状回復に必要な経 

費を弁償しなければならない。 

２ 臨床技能研修センターの使用者は、使用した備品等に不具合があったときは、直ちに 
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教育研究開発センターに届け出るものとする。 

 （雑則） 

第20条 この規程に定めるもののほか、管理・運営に関して必要な事項は、管理者が別に 

定めるものとする。 

   附 則 

 この規程は、平成18年11月14日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

 

 

臨床技能研修センターの利用方法 

 

原則として月曜〜金曜（祝日を除く）の午前９時から午後５時にご利用いただけます。 

（上記以外でご利用される場合は、教育研究開発センターにご連絡ください。） 

＜予約方法＞ 

使用予定日の１か月前から前日までに、使用を申請してください。ご使用には管理者の

承認が必要です。ご予約は、 

（1）使用承認申請書を教育研究開発センターへ提出、もしくは FAXで送信 

（2）オンライン上での申し込み（臨床技能研修センターホームページ内、予約申請フォー

ムからの申し込み）が出来ます。 

 

臨床技能研修センターＨＰ 利用予約フォーム画像 
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臨床技能研修センター使用承認申請書 

 

＜予約状況の確認＞ 

予約日程表（http://www.wakayama-med.ac.jp/clinical/schedule/index.php）で予約状況

を確認してから申請してください。 

申請後２〜３日で承認作業を行います。予約が確定したことを予約日程表で確認してく

ださい（原則として予約先着順となります）。 
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センターの備品一覧 

品名 個数 用途 

大型静脈穿刺パッド 30 静脈穿刺トレーニング 

胸腔穿刺シミュレーター 1 胸腔穿刺手技練習 

胸部ドレーンシミュレーター 1 胸腔ドレナージ手技練習 

手背静脈注射シミュレーター 1 静脈穿刺手技練習 

小児の手背静脈穿刺シミュレーター 1 乳幼児への静脈注射・採血、点滴静注手技練習 

動脈穿刺シミュレーター 1 動脈穿刺・動脈血採取トレーニング 

腰椎穿刺シミュレーター 1 腰椎穿刺、硬膜外麻酔、腰椎麻酔 

CVC 穿刺シミュレーター 2 中心静脈穿刺手技練習 

静脈採血シミュレーター“シンジョー” 4 採血手技練習、静脈内注射 

点滴静注シミュレータ “Ｖライン” 2 静脈留置針を使用した末梢静脈路確保手技 

縫合手技評価シミュレーター 1 外科縫合手技のトレーニング 

神経血管腕モデル 1 
 

皮内注射シミュレーター 1 皮内注射手技練習 

外科手洗い台 2 手洗いトレーニング（2 人用） 

グリッターバグセット 4 手洗いトレーニング 

ダヴィンチトレーナー 1 ロボット内視鏡手術のトレーニング 

腹腔鏡シミュレーター 1 腹腔鏡手技トレーニング 

腹腔鏡 1 腹腔鏡手技トレーニング 

MATT トレーナー 1 腹腔鏡手技トレーニング 

内視鏡シミュレーター 1 内視鏡手技トレーニング 

内視鏡 1 内視鏡手技トレーニング 

マーゲンシミュレーター 1 上部内視鏡手技トレーニング 

大腸内視鏡シミュレーター 2 下部内視鏡手技トレーニング 
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品名 個数 用途 

超音波トレーニングシミュレーター（UltraSim） 1 エコー診断のトレーニング 

イチロー＆ラング  1 心音・肺音聴診練習 

心臓病診察（イチロー） 1 心音聴診練習 

Mr.ラング（スピーカー有） 1 肺音聴診練習 

Mr.ラング（スピーカー無） 1 肺音聴診練習 

眼底診察 5 眼の診察練習 

耳の診察 5 耳の診察練習 

直腸診シミュレーター 4 直腸診トレーニング 

男性導尿法シミュレーター 3 男性導尿法手技練習 

男性骨盤 4 直腸診等練習 

女性骨盤 3 女性骨盤部内診練習 

前立腺触診 1 前立腺触診練習 

前立腺触診シミュレーターB 型 4 前立腺触診練習 

乳房検診 3 乳房の触診練習 

乳癌検診 4 乳癌触診練習 

ナーシングアン 5 患者ケアトレーニング 

ＳｉｍＰａｄ １ 患者対応シミュレーション 

救急ケアシミュレーター（ECS） 1 患者ケアトレーニング 

ＳｉｍＭａｎ３Ｇ １ 患者ケアトレーニング 

除細動機 1 
 

人工呼吸器（VELA） 1 救急ケアシミュレーターに接続可能 

生体情報モニタ 1 救急ケアシミュレーターに接続可能 

輸液ポンプ 1 点滴静脈内注射手技練習 

シリンジポンプ 1 点滴静脈内注射手技練習 
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品名 個数 用途 

レサシアン（半身タイプ） 13 BLS 訓練、AED 実技訓練 

レサシアン（全身タイプ） 1 BLS 訓練、AED 実技訓練 

リトルジュニア 7 BLS 訓練、AED 実技訓練 

ベビーアン 7 BLS 訓練、AED 実技訓練 

Ambubaby 1 BLS 訓練 

チョーキングチャーリー 2 ハイムリッヒ法訓練 

ポケットマスク 20 人工呼吸訓練 

AED トレーナー AED 実技訓練（レールダル：13、メドトロニック：５、日本光電：５） 

エアウェイトレーニングシステム 2 気管内挿管手技練習 

DAM シミュレーター 1 気管内挿管手技練習 

ハートシム 1 救命処置訓練 

ＳｉｍＮｅｗＢ 1 新生児領域の教育カリキュラムに対応 

新生児気道管理トレーナー 3 新生児の気道管理トレーニング 

Neonatal  Resuscitation  Baby 3 新生児蘇生トレーニング 

新生児挿管モデル 1 気管内挿管手技練習 

気管切開トレーナー 1 気管切開手技練習 

バックバルブマスク  成人用：10、乳児用：9 新生児用：３ 

血圧測定シミュレーター 3 血圧測定の練習 

口腔ケアモデル“セイケツくん” 5 口腔内清潔手技練習 

褥創ケアモデル 1   

吸引シミュレーター“Q ちゃん” 2 吸引手技練習 

吸引モデルⅡ型 2 吸引手技練習 

携帯用小型吸引器 2 吸引手技練習 

大型吸引器 2 吸引手技練習 
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縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

5
月

1
日

　
1
8
時

～
2
0
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

5
月

2
日

　
1
2
時

3
0
分

～
5
0
分

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

、
マ

ー
ゲ

ン
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
5
月

2
日

　
1
2
時

～
6
月

2
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

5
月

2
日

　
1
6
時

～
2
0
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

、
マ

ー
ゲ

ン
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

4
0

4
医

師

5
月

2
日

1
7
時

6
日

2
3
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
手

技
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
レ

タ
1
台

点
滴

静
注

シ
ミ

レ
タ

1
台

C
V

C
穿

刺
シ

ミ
レ

タ
1
台

1
0

1
医

師
5
月

2
日

　
1
7
時

～
6
日

　
2
3
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

手
技

練
習

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1
台

、
点

滴
静

注
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
台

、
C

V
C

穿
刺

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1
台

1
0

1
医

師

5
月

3
日

　
9
時

～
4
日

　
1
5
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

手
技

練
習

C
V

C
穿

刺
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
台

、
縫

合
セ

ッ
ト

、
内

視
鏡

1
0

1
医

師
5
月

3
日

　
9
時

～
8
日

　
1
7
時

麻
酔

科
学

生
実

習
と

そ
の

準
備

E
C

S
4

0
4

医
師

5
月

7
日

　
1
2
時

～
6
月

　
7
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

5
月

7
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

5
月

8
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
5

0
5

学
生

5
月

8
日

　
1
7
時

～
1
4
日

　
1
5
時

看
護

部
管

理
室

技
術

研
修

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1
台

有
2

0
2

看
護

師
5
月

9
日

　
1
3
時

～
1
4
時

第
二

外
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

5
月

9
日

　
1
4
時

～
1
8
時

3
0
分

看
護

部
新

人
看

護
師

技
術

研
修

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
3
台

、
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

3
体

、
ベ

ッ
ド

2
台

、
車

椅
子

3
台

、
血

圧
計

、
聴

診
器

9
0

2
9
2

看
護

師

5
月

9
日

　
1
7
時

～
6
月

9
日

　
1
7
時

医
学

部
6
年

生
縫

合
の

練
習

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
有

1
0

1
学

生
5
月

1
0
日

　
1
0
時

3
0
分

～
1
3
日

　
1
2
時

麻
酔

科
学

生
・
研

修
医

に
対

す
る

実
技

指
導

点
滴

静
注

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2
台

有
6

0
6

医
師

5
月

1
0
日

　
1
2
時

～
5
月

3
1
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

手
技

練
習

導
尿

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

大
型

静
脈

穿
刺

パ
ッ

ド
有

1
0

1
医

師
5
月

1
0
日

　
1
2
時

～
1
3
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

5
月

1
0
日

　
1
7
時

～
1
2
日

　
1
8
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

二
次

心
肺

蘇
生

普
及

ハ
ー

ト
シ

ム
、

ナ
ー

シ
ン

グ
ア

ン
、

レ
サ

シ
ア

ン
8
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

5
2
0

2
5

医
師

5
月

1
0
日

　
1
8
時

～
2
0
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

5
月

1
3
日

　
1
1
時

～
1
4
日

　
1
2
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

エ
コ

ー
練

習
エ

コ
ー

4
0

4
医

師
5
月

1
3
日

　
1
4
時

～
1
5
時

3
0
分

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

エ
コ

ー
練

習
エ

コ
ー

3
0

3
医

師
5
月

1
3
日

　
1
6
時

～
1
5
日

　
9
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

講
義

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
ベ

ビ
ー

有
1

1
2
0

1
2
1

看
護

師
5
月

1
3
日

　
1
7
時

～
1
4
日

　
2
4
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

手
技

練
習

導
尿

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

大
型

静
脈

穿
刺

パ
ッ

ド
1

0
1

医
師

5
月

1
4
日

　
1
2
時

～
1
5
日

　
1
2
時

1
1
階

西
病

棟
静

脈
採

血
手

技
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
台

有
2

0
2

看
護

師
5
月

1
4
日

　
1
4
時

～
1
7
時

第
二

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

内
視

鏡
、

マ
ー

ゲ
ン

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
9

0
9

医
師

5
月

1
4
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

5
月

1
5
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
5

0
5

学
生

5
月

1
5
日

　
1
5
時

～
1
6
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

和
歌

山
S
P

の
会

ス
ク

リ
ー

ン
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
7

2
1

2
8

一
般

来
訪

者
5
月

1
5
日

1
7
時

～
1
9
時

和
医

大
臨

床
技

能
サ

ー
ク

ル
和

医
大

臨
床

技
能

サ
ー

ク
ル

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
4
台

ス
ク

リ
ー

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

2
0

0
2
0

学
生

5
月

1
5
日

　
1
7
時

～
1
9
時

和
医

大
臨

床
技

能
サ

ク
ル

和
医

大
臨

床
技

能
サ

ク
ル

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

タ
4
台

、
ス

ク
リ

ン
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

2
0

0
2
0

学
生

5
月

1
6
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
5
時

6
階

西
病

棟
新

人
看

護
師

の
技

術
研

修
ベ

ッ
ド

2
台

、
ワ

ゴ
ン

2
台

7
0

7
看

護
師

5
月

1
6
日

　
1
4
時

～
1
8
時

3
0
分

看
護

部
新

人
看

護
師

技
術

研
修

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
3
台

、
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

3
体

、
ベ

ッ
ド

2
台

、
車

椅
子

3
台

、
血

圧
計

、
聴

診
器

9
0

2
9
2

看
護

師

5
月

1
6
日

　
1
5
時

～
1
7
時

3
0
分

助
産

学
専

攻
科

講
義

超
音

波
画

像
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
1
3

0
1
3

学
生

5
月

1
7
日

　
1
3
時

～
2
1
日

　
1
4
時

保
健

看
護

学
部

授
業

グ
リ

ッ
タ

ー
バ

グ
3
台

有
8
1

0
8
1

学
生

5
月

1
7
日

　
1
3
時

～
1
5
時

泌
尿

器
科

学
生

へ
の

講
義

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ナ
ー

5
0

5
学

生
5
月

1
8
日

　
9
時

～
2
0
時

日
本

集
団

災
害

医
療

セ
ミ

ナ
ー

災
害

時
の

対
応

を
学

ぶ
マ

ッ
ト

2
0
枚

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

5
6
5

7
0

医
師

5
月

1
9
日

　
8
時

～
2
0
時

麻
酔

科
学

生
実

習
の

準
備

E
C

S
1

0
1

医
師

5
月

2
0
日

1
3
時

1
7
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
気

道
管

理
ト

レ
ナ

挿
管

セ
ッ

ト
5

0
5

学
生

5
月

2
0
日

　
1
3
時

～
1
7
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

挿
管

セ
ッ

ト
5

0
5

学
生

5
月

2
1
日

　
1
7
時

～
2
1
時

第
二

外
科

結
紮

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
5
月

2
2
日

　
7
時

～
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

5
月

2
1
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
ポ

リ
ク

リ
実

習
レ

サ
シ

ア
ン

、
リ

ト
ル

ジ
ュ

ニ
ア

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

4
0

4
学

生
5
月

2
1
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

5
月

2
2
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
5

0
5

学
生

5
月

2
2
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
5
時

6
階

西
病

棟
新

人
看

護
師

の
技

術
研

修
ベ

ッ
ド

2
台

、
ワ

ゴ
ン

2
台

7
0

7
看

護
師

5
月

2
2
日

　
1
4
時

～
1
8
時

3
0
分

看
護

部
新

人
看

護
師

技
術

研
修

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
3
台

、
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

3
体

、
ベ

ッ
ド

2
台

、
車

椅
子

3
台

、
血

圧
計

、
聴

診
器

9
0

2
9
2

看
護

師
5
月

2
3
日

　
1
2
時

～
6
月

2
3
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

5
月

2
3
日

　
1
4
時

～
6
月

2
4
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

5
月

2
3
日

　
1
3
時

～
1
8
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

5
月

2
3
日

　
1
8
時

～
2
3
時

第
二

外
科

結
紮

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

2
0

2
医

師
5
月

2
4
日

　
1
1
時

～
1
2
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

聴
診

練
習

心
音

聴
診

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2

0
2

医
師

5
月

2
4
日

　
1
3
時

～
1
5
時

第
二

外
科

講
義

腹
腔

鏡
鉗

子
有

1
0
0

0
1
0
0

学
生

5
月

2
4
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
5
時

中
央

手
術

部
新

人
看

護
師

の
技

術
研

修
ベ

ッ
ド

2
台

、
ワ

ゴ
ン

2
台

6
0

6
看

護
師

5
月

2
6
日

　
9
時

～
1
8
時

脳
神

経
外

科
和

歌
山

IS
-
L
S
講

習
会

な
し

1
0

2
0

3
0

医
師

5
月

2
7
日

　
8
時

～
2
0
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
5

0
5

医
師

5
月

2
7
日

1
3
時

3
0
分

～
1
5
時

1
1
階

東
病

棟
新

人
看

護
師

の
技

術
研

修
ベ

ッ
ド

2
台

ワ
ゴ

ン
2
台

6
0

6
看

護
師

5
月

2
7
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
5
時

1
1
階

東
病

棟
新

人
看

護
師

の
技

術
研

修
ベ

ッ
ド

2台
、

ワ
ゴ

ン
2
台

6
0

6
看

護
師

5
月

2
7
日

　
1
6
時

～
2
9
日

　
9
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

授
業

グ
リ

ッ
タ

ー
バ

グ
2
台

有
1

1
2
0

1
2
1

学
生

5
月

2
7
日

　
1
6
時

～
1
7
時

感
染

制
御

部
学

生
へ

の
手

洗
い

手
技

指
導

外
科

手
洗

台
3
0

0
3
0

学
生

‐76-



平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

5
月

2
7
日

　
1
6
時

～
2
9
日

　
1
7
時

8
階

東
病

棟
練

習
ハ

ー
ト

シ
ム

、
挿

管
セ

ッ
ト

有
6

0
6

看
護

師
5
月

2
7
日

　
1
6
時

3
0
分

～
1
8
時

第
二

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

、
大

腸
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

5
月

2
7
日

　
1
7
時

～
2
3
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2

0
2

医
師

5
月

2
8
日

　
1
0
時

～
1
1
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

エ
コ

ー
練

習
エ

コ
ー

2
0

2
医

師
5
月

2
8
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
5
時

6
階

東
病

棟
新

人
看

護
師

の
技

術
研

修
ベ

ッ
ド

2
台

、
ワ

ゴ
ン

2
台

7
0

7
看

護
師

5
月

2
8
日

1
6
時

～
1
7
時

3
0
分

6
階

東
病

棟
新

人
看

護
師

の
技

術
研

修
ベ

ッ
ド

2
台

、
ワ

ゴ
ン

2
台

7
0

7
看

護
師

5
月

2
8
日

　
1
6
時

1
7
時

3
0
分

6
階

東
病

棟
新

人
看

護
師

の
技

術
研

修
ッ

ド
2
台

、
ワ

ゴ
ン

2
台

7
0

7
看

護
師

5
月

2
8
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

5
月

2
9
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
5

0
5

学
生

5
月

2
9
日

　
1
6
時

～
1
7
時

感
染

制
御

部
学

生
へ

の
手

洗
い

手
技

指
導

外
科

手
洗

台
3
0

0
3
0

学
生

5
月

2
9
日

　
1
7
時

～
2
1
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

1
0

1
医

師
5
月

3
0
日

　
1
2
時

～
1
7
時

小
児

科
助

産
学

専
攻

科
へ

の
講

義
新

生
児

蘇
生

人
形

2
体

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

1
5

0
1
5

学
生

5
月

3
0
日

　
1
7
時

～
1
8
時

感
染

制
御

部
学

生
へ

の
手

洗
い

手
技

指
導

外
科

手
洗

台
3
0

0
3
0

学
生

5
月

3
1
日

　
1
0
時

～
1
1
時

3
0
分

6
階

東
病

棟
新

人
看

護
師

の
技

術
研

修
ベ

ッ
ド

2
台

、
ワ

ゴ
ン

2
台

5
0

5
看

護
師

5
月

3
1
日

　
1
時

4
5
分

～
1
6
時

医
学

部
学

生
腹

腔
鏡

手
技

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

2
0

2
学

生
5
月

3
1
日

1
時

4
5
分

1
6
時

医
学

部
学

生
気

管
内

挿
管

手
技

練
習

エ
ア

ウ
イ

ト
レ

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
挿

管
セ

ト
1

0
1

学
生

5
月

3
1
日

　
1
時

4
5
分

～
1
6
時

医
学

部
学

生
気

管
内

挿
管

手
技

練
習

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

挿
管

セ
ッ

ト
1

0
1

学
生

5
月

3
1
日

　
1
6
時

～
1
7
時

感
染

制
御

部
学

生
へ

の
手

洗
い

手
技

指
導

外
科

手
洗

台
3
0

0
3
0

学
生

5
月

3
1
日

　
1
7
時

～
2
0
時

医
療

安
全

推
進

部
骨

折
・
脱

臼
の

整
復

ス
ク

リ
ー

ン
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

パ
ソ

コ
ン

有
1
5

0
1
5

医
師

5
月

3
1
日

　
1
7
時

～
2
4
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

使
用

申
請

件
数

（
5
月

）
7
5
件

8
2
4
人

3
7
2
人

1
1
9
6
人
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平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

6
月

1
日

　
8
時

～
1
9
時

和
歌

山
A

C
L
S
研

究
会

二
次

心
肺

蘇
生

普
及

ハ
ー

ト
シ

ム
、

レ
サ

シ
ア

ン
1
2
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
2
台

、
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

5
4
5

5
0

医
師

6
月

2
日

　
1
9
時

～
2
4
時

産
科

婦
人

科
腹

腔
鏡

手
技

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
6
月

3
日

　
1
7
時

～
7
日

　
1
7
時

7
階

東
病

棟
吸

引
手

技
練

習
吸

引
モ

デ
ル

Ⅱ
型

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

1
体

有
4

0
4

看
護

師
6
月

4
日

　
9
時

3
0
分

～
1
0
時

医
学

部
学

生
気

管
内

挿
管

手
技

練
習

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

挿
管

セ
ッ

ト
1

0
1

学
生

6
月

4
日

　
1
2
時

～
7
月

3
日

　
1
6
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

6
月

4
日

1
9
時

2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ニ

ン
グ

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ナ

1
0

1
医

師
6
月

4
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

6
月

5
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

6
月

5
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
6
月

5
日

　
1
8
時

～
1
9
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

6
月

6
日

　
1
6
時

3
0
分

～
2
3
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

6
月

6
日

　
1
6
時

3
0
分

～
1
8
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
2

0
2

医
師

6
月

7
日

　
1
2
時

～
1
3
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

6
月

7
日

　
1
4
時

～
1
6
時

泌
尿

器
科

学
生

へ
の

講
義

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ナ
ー

6
0

6
学

生
6
月

1
0
日

　
9
時

3
0
分

～
1
7
時

麻
酔

科
挿

管
の

実
習

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

挿
管

セ
ッ

ト
有

5
0

5
医

師
6
月

1
0
日

1
1
時

～
1
7
時

医
学

部
学

生
診

察
手

技
練

習
ペ

ン
ラ

イ
ト

打
腱

器
知

覚
筆

音
叉

有
1

0
1

学
生

6
月

1
0
日

　
1
1
時

1
7
時

医
学

部
学

生
診

察
手

技
練

習
ペ

ン
ラ

イ
ト

、
打

腱
器

、
知

覚
筆

、
音

叉
有

1
0

1
学

生
6
月

1
0
日

　
1
2
時

～
1
7
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

挿
管

セ
ッ

ト
3

0
3

学
生

6
月

1
0
日

　
1
7
時

～
1
1
1
日

　
9
時

泌
尿

器
科

講
義

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ナ
ー

4
0

4
医

師
6
月

1
1
日

　
9
時

～
1
0
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

6
月

1
1
日

　
1
7
時

～
2
1
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

6
月

1
2
日

　
1
5
時

3
0
分

～
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

エ
コ

ー
練

習
エ

コ
ー

1
0

1
医

師
6
月

1
2
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
5

0
5

学
生

6
月

1
2
日

　
1
4
時

～
1
6
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

和
歌

山
S
P

の
会

ス
ク

リ
ー

ン
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
7

2
1

2
8

一
般

来
訪

者
6
月

1
2
日

　
1
6
時

3
0
分

～
1
9
時

和
医

大
臨

床
技

能
サ

ー
ク

ル
和

医
大

臨
床

技
能

サ
ー

ク
ル

Ｓ
ｉｍ

Ｍ
ａ
ｎ

３
Ｇ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

2
0

0
2
0

学
生

6
月

1
2
日

1
4
時

3
0
分

～
1
5
時

3
0
分

医
学

部
学

生
ル

ー
ト

確
保

の
練

習
、

気
管

内
挿

管
練

習
点

滴
静

注
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
エ

ア
ウ

ェ
イ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
挿

管
セ

ッ
ト

2
0

2
学

生
6
月

1
2
日

　
1
4
時

3
0
分

1
5
時

3
0
分

医
学

部
学

生
ル

ト
確

保
の

練
習

、
気

管
内

挿
管

練
習

点
滴

静
注

シ
ミ

ュ
レ

タ
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

挿
管

セ
ッ

ト
2

0
2

学
生

6
月

1
4
日

　
1
7
時

～
2
2
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

6
月

1
5
日

　
8
時

～
1
6
日

　
1
8
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

心
肺

蘇
生

法
の

普
及

レ
サ

シ
ア

ン
1
0
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
1
0
台

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

7
体

、
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
チ

ャ
ー

リ
ー

2
体

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

5
3
5

4
0

医
師

6
月

1
7
日

　
1
7
時

～
1
8
日

　
9
時

泌
尿

器
科

講
義

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ナ
ー

5
0

5
医

師
6
月

1
8
日

　
1
4
時

～
1
5
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

6
月

1
8
日

　
1
5
時

3
0
分

～
1
9
日

　
1
7
時

医
学

部
学

生
診

察
手

技
練

習
ペ

ン
ラ

イ
ト

、
打

腱
器

、
知

覚
筆

、
音

叉
有

1
0

1
学

生
6
月

1
8
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

6
月

1
9
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

6
月

1
9
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
月

時
月

時
卒

後
臨

床
研

修
セ

タ
縫

合
練

習
外

科
縫

合
セ

ト
有

医
師

6
月

1
9
日

　
1
2
時

～
7
月

1
9
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

6
月

1
9
日

　
1
6
時

3
0
分

～
1
7
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

6
月

2
0
日

　
1
7
時

～
2
4
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

手
技

練
習

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

腰
椎

穿
刺

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

Ｃ
Ｖ

Ｃ
穿

刺
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
エ

コ
ー

2
0

2
医

師

6
月

2
1
日

　
1
7
時

～
2
3
日

　
1
9
時

医
療

安
全

推
進

部
二

次
救

命
処

置
講

習
会

Ｓ
ｉｍ

Ｍ
ａ
ｎ

３
Ｇ

、
ハ

ー
ト

シ
ム

、
レ

サ
シ

ア
ン

6
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
6
台

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

1
0

7
1
7

医
師

6
月

2
4
日

　
1
4
時

～
2
6
日

　
9
時

1
2
階

西
病

棟
静

脈
注

射
手

技
の

認
定

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
有

5
0

5
看

護
師

6
月

2
4
日

　
1
7
時

～
2
5
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

6
月

2
5
日

　
1
7
時

～
1
9
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

手
技

練
習

点
滴

静
注

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
3

0
3

医
師

6
月

2
5
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

有
5

0
5

看
護

師
6
月

2
6
日

9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
腹

腔
鏡

5
0

5
医

師
6
月

2
6
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

腹
腔

鏡
5

0
5

医
師

6
月

2
6
日

　
1
4
時

～
1
6
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

和
歌

山
S
P

の
会

ス
ク

リ
ー

ン
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
7

2
1

2
8

一
般

来
訪

者
6
月

2
6
日

　
1
6
時

3
0
分

～
1
9
時

和
医

大
臨

床
技

能
サ

ー
ク

ル
和

医
大

臨
床

技
能

サ
ー

ク
ル

Ｓ
ｉｍ

ｍ
ａ
ｎ

３
Ｇ

、
外

科
手

洗
台

、
グ

リ
ッ

タ
ー

バ
グ

2
0

0
2
0

学
生

6
月

2
6
日

　
1
7
時

～
2
7
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

6
月

2
7
日

　
1
1
時

～
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

手
技

練
習

点
滴

静
注

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
有

1
0

1
看

護
師

6
月

2
7
日

　
1
6
時

3
0
分

～
1
9
時

3
0
分

看
護

部
9
0

0
9
0

看
護

師
6
月

2
8
日

　
1
2
時

～
7
月

1
日

　
1
2
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

二
次

心
肺

蘇
生

普
及

ハ
ー

ト
シ

ム
有

5
4
5

5
0

医
師

6
月

2
8
日

　
1
2
時

3
0
分

～
1
3
時

医
学

部
学

生
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
血

圧
計

、
眼

底
診

察
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
検

眼
鏡

1
0

1
学

生
6
月

2
9
日

　
1
0
時

～
1
7
時

医
学

部
学

生
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
血

圧
計

、
眼

底
診

察
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
検

眼
鏡

1
1

0
1
1

学
生

使
用

申
請

件
数

（
6
月

）
4
9
件

2
7
7
人

1
7
4
人

4
5
1
人

使
用

申
請

件
数

（
6
月

）
4
9
件

2
7
7
人

1
7
4
人

4
5
1
人
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平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

7
月

1
日

　
1
2
時

3
0
分

～
1
4
時

3
0
分

麻
酔

科
学

生
実

習
エ

ア
ウ

ェ
イ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
挿

管
セ

ッ
ト

8
0

8
学

生
7
月

1
日

　
1
5
時

～
2
4
時

医
学

部
学

生
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
血

圧
計

、
眼

底
診

察
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
検

眼
鏡

3
0

0
3
0

学
生

7
月

2
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

7
月

3
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

7
月

3
日

　
1
3
時

～
8
月

2
日

　
1
7
時

産
科

婦
人

科
縫

合
の

練
習

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
有

1
0

1
医

師
7
月

3
日

　
1
3
時

～
8
月

2
日

　
1
7
時

第
一

外
科

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

7
月

5
日

1
6
時

1
8
時

第
二

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

2
0

2
医

師
7
月

5
日

　
1
6
時

～
1
8
時

第
二

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

2
0

2
医

師
7
月

5
日

　
1
6
時

～
2
1
時

第
二

外
科

結
紮

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
7
月

6
日

　
9
時

～
1
4
時

麻
酔

科
院

内
気

道
管

理
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
講

習
会

Ｓ
ｉｍ

ｍ
ａ
ｎ

３
Ｇ

、
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
エ

ア
ウ

ェ
イ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

1
5

2
1
7

医
師

7
月

6
日

　
1
5
時

～
7
日

　
1
9
時

医
療

安
全

推
進

部
心

肺
蘇

生
法

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

7
体

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

7
体

、
リ

ト
ル

ジ
ュ

ニ
ア

7
体

、
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
チ

ャ
ー

リ
ー

2
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
7
台

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

1
0

5
1
5

医
師

7
月

8
日

　
9
時

～
1
6
時

救
急

集
中

治
療

部
心

肺
蘇

生
法

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

3
体

有
1

4
0

4
1

一
般

来
訪

者
7
月

9
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

7
月

1
0
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

7
月

1
0
日

　
1
2
時

～
1
5
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

A
dv

an
c
e
d 

O
S
C

E
再

試
験

1
5

0
1
5

学
生

7
月

1
0
日

1
6
時

～
1
9
時

和
医

大
臨

床
技

能
サ

ー
ク

ル
和

医
大

臨
床

技
能

サ
ー

ク
ル

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

挿
管

セ
ッ

ト
1
0

0
1
0

学
生

7
月

1
0
日

　
1
6
時

1
9
時

和
医

大
臨

床
技

能
サ

ク
ル

和
医

大
臨

床
技

能
サ

ク
ル

ア
ウ

ェ
イ

ト
レ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
挿

管
セ

ッ
ト

1
0

0
1
0

学
生

7
月

1
0
日

　
1
8
時

～
8
月

9
日

　
1
8
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

7
月

1
1
日

　
1
5
時

～
1
6
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2

0
2

医
師

7
月

1
1
日

　
1
5
時

3
0
分

～
1
6
時

3
0
分

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

内
視

鏡
2

0
2

医
師

7
月

1
2
日

　
1
1
時

～
1
7
時

看
護

部
技

術
確

認
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
3

0
3

看
護

師
7
月

1
2
日

　
1
7
時

～
1
9
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

手
技

練
習

点
滴

静
注

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

腰
椎

穿
刺

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
3

0
3

医
師

7
月

1
6
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

7
月

1
７

日
　

9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

7
月

1
7
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
7
月

1
7
日

　
1
2
時

3
0
分

～
1
3
時

医
学

部
学

生
縫

合
の

練
習

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
2

0
2

学
生

月
日

時
時

教
育

研
究

開
発

セ
タ

和
歌

山
の

会
ク

リ
プ

ジ
ク

タ
ピ

カ
イ

ク
セ

ト
般

来
訪

者
7
月

1
7
日

　
1
3
時

～
1
6
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

和
歌

山
S
P

の
会

ス
ク

リ
ー

ン
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ピ

ー
カ

ー
&
マ

イ
ク

セ
ッ

ト
7

1
8

2
5

一
般

来
訪

者
7
月

1
8
日

　
9
時

～
1
7
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

心
肺

蘇
生

法
普

及
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

有
1

3
0

3
1

一
般

来
訪

者
7
月

1
8
日

　
1
6
時

3
0
分

～
8
月

1
9
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

7
月

1
9
日

　
1
7
時

～
2
1
日

　
1
8
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

二
次

心
肺

蘇
生

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

6
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

、
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
6
台

、
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

4
体

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

2
個

5
2
0

2
5

医
師

7
月

2
2
日

　
1
2
時

～
2
4
日

　
1
0
時

医
療

安
全

推
進

部
心

肺
蘇

生
講

習
会

講
義

用
動

画
作

成
ベ

ビ
ー

ア
ン

1
体

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

1
個

有
6

0
6

医
師

7
月

2
2
日

　
1
6
時

～
2
4
日

　
1
0
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

授
業

で
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

吸
引

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
Ｑ

ち
ゃ

ん
、

携
帯

用
小

型
吸

引
器

有
2

8
0

8
2

一
般

来
訪

者
7
月

2
2
日

　
1
6
時

3
0
分

～
2
3
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

7
月

2
3
日

　
1
5
時

～
1
8
時

産
科

婦
人

科
研

修
2
0

2
2
2

医
師

7
月

2
3
日

1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

7
月

2
3
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ニ

ン
グ

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ナ

1
0

1
医

師
7
月

2
4
日

　
9
時

～
1
7
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

心
肺

蘇
生

の
普

及
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

有
1

3
0

3
1

医
師

7
月

2
4
日

　
9
時

～
1
7
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

心
肺

蘇
生

法
普

及
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

有
1

3
0

3
1

一
般

来
訪

者
7
月

2
4
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

7
月

2
4
日

　
1
6
時

3
0
分

～
2
5
日

　
1
7
時

6
階

西
病

棟
病

棟
学

習
会

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

レ
サ

シ
ア

ン
、

挿
管

セ
ッ

ト
有

1
5

0
1
5

看
護

師
7
月

2
4
日

　
1
6
時

3
0
分

～
8
月

2
6
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

7
月

2
4
日

　
1
7
時

～
2
5
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
5

0
5

医
師

7
月

2
5
日

　
9
時

～
2
6
日

　
1
7
時

7
階

西
病

棟
B

L
S
研

修
ハ

ー
ト

シ
ム

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
有

1
5

0
1
5

看
護

師
7
月

2
5
日

　
1
0
時

～
2
6
日

　
9
時

医
療

安
全

推
進

部
心

肺
蘇

生
法

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

7
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
7
台

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

7
体

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
2

2
0

2
2

看
護

師
7
月

2
5
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
5
時

3
0
分

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

技
術

習
得

超
音

波
画

像
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
心

音
聴

診
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
肺

音
聴

診
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
7
月

2
6
日

　
1
7
時

～
1
8
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

7
月

2
6
日

　
1
8
時

～
2
7
日

　
1
7
時

医
療

安
全

推
進

部
非

麻
酔

科
医

対
象

の
鎮

静
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
Ｓ

ｉｍ
Ｍ

ａ
ｎ

３
Ｇ

、
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

12
4

1
6

医
師

7
月

2
8
日

　
1
2
時

～
1
7
時

3
0
分

小
児

科
新

生
児

蘇
生

法
講

習
会

新
生

児
蘇

生
人

形
3
体

、
吸

引
器

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

4
0

0
4
0

医
師

7
月

2
9
日

　
1
1
時

～
3
1
日

　
1
2
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ａ

Ｃ
Ｌ

Ｓ
練

習
ハ

ー
ト

シ
ム

有
1

0
1

看
護

師
7
月

2
9
日

　
1
6
時

～
8
月

6
日

　
1
6
時

医
学

部
学

生
勉

強
会

血
圧

計
、

聴
診

器
有

2
0

0
2
0

学
生

7
月

3
0
日

　
1
5
時

～
8
月

1
日

　
1
2
時

7
階

東
病

棟
導

尿
手

技
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

、
男

性
導

尿
モ

デ
ル

有
1
0

0
1
0

看
護

師
7
月

3
0
日

　
1
5
時

～
8
月

4
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

、
糸

結
び

練
習

器
有

1
0

1
医

師
7
月

3
0
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

使
用

申
請

件
数

（
7
月

）
5
0
件

3
0
6
人

2
8
1
人

5
8
7
人

‐79-



平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

8
月

1
日

　
9
時

～
5
日

　
1
2
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

二
次

心
肺

蘇
生

法
の

普
及

ハ
ー

ト
シ

ム
有

5
4
5

5
0

医
師

8
月

1
日

　
1
7
時

3
0
分

～
2
1
時

救
急

外
来

メ
デ

ィ
カ

ル
ラ

リ
ー

練
習

ナ
ー

シ
ン

グ
ア

ン
、

レ
サ

シ
ア

ン
、

除
細

動
機

、
モ

ニ
タ

5
0

5
看

護
師

8
月

2
日

　
1
7
時

～
3
日

　
1
7
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

8
月

2
日

　
1
8
時

～
2
0
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

練
習

C
V

C
穿

刺
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
台

、
点

滴
静

注
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
8
月

4
日

　
9
時

～
5
日

　
8
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

8
月

5
日

　
1
1
時

～
1
3
時

麻
酔

科
S
im

m
an

3
G

操
作

確
認

S
im

m
an

3
G

2
0

2
医

師
8
月

6
日

9
時

1
2
日

1
7
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｂ

Ｌ
Ｓ

練
習

ハ
ト

シ
ム

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
有

3
0

3
看

護
師

8
月

6
日

　
9
時

～
1
2
日

　
1
7
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｂ

Ｌ
Ｓ

練
習

ハ
ー

ト
シ

ム
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
有

3
0

3
看

護
師

8
月

8
日

　
1
0
時

～
1
2
日

　
1
7
時

7
階

西
病

棟
導

尿
手

技
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

、
男

性
導

尿
モ

デ
ル

有
6

0
6

看
護

師
8
月

1
3
日

　
1
5
時

～
1
8
時

消
化

器
内

科
内

視
鏡

手
技

練
習

内
視

鏡
、

内
視

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

2
0

2
医

師
8
月

1
3
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

8
月

1
4
日

　
1
7
時

3
0
分

～
2
3
時

救
急

外
来

メ
デ

ィ
カ

ル
ラ

リ
ー

練
習

ハ
ー

ト
シ

ム
、

レ
サ

シ
ア

ン
、

モ
ニ

タ
、

除
細

動
機

、
挿

管
セ

ッ
ト

5
0

5
看

護
師

8
月

1
5
日

　
1
0
時

3
0
分

～
1
1
時

3
0
分

第
二

外
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

8
月

1
6
日

　
9
時

～
2
0
日

　
1
7
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｂ

Ｌ
Ｓ

練
習

ハ
ー

ト
シ

ム
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
有

3
0

3
看

護
師

8
月

1
7
日

　
1
5
時

～
1
7
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

医
学

部
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

S
im

m
an

3
G

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
、

心
音

聴
診

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1
0

1
4
0

1
5
0

一
般

来
訪

者

8
月

1
8
日

　
8
時

～
1
8
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

心
肺

蘇
生

法
講

習
会

レ
サ

シ
ア

ン
6
体

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

7
体

、
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
チ

ャ
ー

リ
ー

2
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
6
台

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

6個
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
5

2
5

3
0

医
師

ル
ブ

マ
ス

ク
6個

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
、

ス
ク

リ
ン

8
月

1
8
日

　
1
2
時

～
2
9
日

　
1
7
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

一
次

心
肺

蘇
生

法
の

練
習

レ
サ

シ
ア

ン
有

1
5

6
医

師
8
月

1
9
日

　
1
0
時

～
9
月

2
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

8
月

1
9
日

　
1
3
時

～
9
月

1
9
日

　
1
7
時

医
学

部
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
施

設
で

の
健

康
調

査
血

圧
計

5
台

、
聴

診
器

6
個

有
2
3

0
2
3

学
生

8
月

1
9
日

　
1
7
時

～
9
月

1
8
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

8
月

2
1
日

　
9
時

～
9
月

2
日

　
1
7
時

8
階

東
病

棟
Ｂ

Ｌ
Ｓ

勉
強

会
ハ

ー
ト

シ
ム

有
3
0

0
3
0

看
護

師
8
月

2
1
日

　
1
6
時

～
8
月

2
9
日

　
1
7
時

1
1
階

西
病

棟
勉

強
会

レ
サ

シ
ア

ン
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
、

ジ
ャ

ク
ソ

ン
リ

ー
ス

有
2
0

0
2
0

看
護

師
8
月

2
2
日

　
1
7
時

3
0
分

～
1
8
時

3
0
分

1
0
階

西
病

棟
勉

強
会

ナ
ー

シ
ン

グ
ア

ン
、

モ
ニ

タ
ー

1
0

0
1
0

看
護

師
8
月

2
3
日

　
9
時

～
9
月

2
日

　
1
7
時

5
階

西
病

棟
静

脈
留

置
針

研
修

点
滴

静
注

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
有

5
0

5
看

護
師

8
月

2
3
日

　
1
3
時

～
1
3
時

3
0
分

救
急

集
中

治
療

部
学

会
で

の
発

表
用

資
料

の
作

成
レ

サ
シ

ア
ン

、
マ

ッ
ト

4
0

4
医

師
月

日
時

月
日

時
産

科
婦

人
科

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ト
有

医
師

8
月

2
6
日

　
1
2
時

～
9
月

2
6
日

　
1
7
時

産
科

婦
人

科
縫

合
の

練
習

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
有

1
0

1
医

師
8
月

2
6
日

　
1
5
時

～
2
9
日

　
1
1
時

7
階

東
病

棟
導

尿
手

技
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

、
男

性
導

尿
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
5

0
5

看
護

師
8
月

2
8
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

8
月

2
8
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
8
月

2
8
日

　
1
2
時

～
1
4
時

第
二

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

、
マ

ー
ゲ

ン
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
8
月

2
8
日

　
1
6
時

～
2
9
日

　
1
6
時

6
階

西
病

棟
学

習
会

S
im

N
e
w

B
、

新
生

児
蘇

生
人

形
有

1
5

0
1
5

看
護

師
8
月

2
8
日

　
1
7
時

～
1
9
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

8
月

2
9
日

　
1
0
時

3
0
分

外
来

看
護

師
Ｂ

Ｌ
Ｓ

技
術

確
認

レ
サ

シ
ア

ン
1
体

有
2

0
2

看
護

師
8
月

2
9
日

　
1
3
時

～
1
4
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

8
月

2
9
日

1
4
時

～
3
0
日

9
時

看
護

部
技

術
確

認
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
1

0
1

看
護

師
8
月

2
9
日

　
1
4
時

～
3
0
日

　
9
時

看
護

部
技

術
確

認
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
タ

有
1

0
1

看
護

師
8
月

2
9
日

　
1
6
時

～
1
8
時

看
護

部
研

修
肺

音
聴

診
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

2
体

、
救

急
カ

ー
ト

1
5

0
1
5

看
護

師
8
月

3
0
日

　
1
7
時

～
2
3
時

救
急

外
来

メ
デ

ィ
カ

ル
ラ

リ
ー

練
習

レ
サ

シ
ア

ン
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

モ
ニ

タ
ー

、
除

細
動

機
4

0
4

看
護

師
8
月

3
1
日

　
9
時

～
2
0
時

救
急

集
中

治
療

部
総

合
防

災
訓

練
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

有
4

5
9

医
師

使
用

申
請

件
数

（
8
月

）
3
7
件

2
0
6
人

2
2
0
人

4
2
6
人

‐80-



平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

9
月

2
日

　
1
0
時

～
4
日

　
1
1
時

7
階

西
病

棟
皮

下
注

射
技

術
研

修
皮

下
注

射
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
1
0

0
1
0

看
護

師
9
月

2
日

　
1
2
時

～
4
日

　
1
7
時

1
1
階

西
病

棟
勉

強
会

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
有

1
5

0
1
5

看
護

師
9
月

3
日

　
9
時

～
1
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ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
1
0
月

9
日

　
1
3
時

～
1
7
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

挿
管

セ
ッ

ト
1

0
1

医
師

1
0
月

9
日

　
1
5
時

～
1
1
日

　
1
4
時

看
護

部
看

護
部

研
修

E
C

S
、

生
体

情
報

モ
ニ

タ
、

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
、

輸
液

ポ
ン

プ
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
、

救
急

カ
ー

ト
2
0

0
2
0

看
護

師

1
0
月

9
日

　
1
8
時

～
2
2
時

第
二

外
科

結
紮

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
1
0
月

9
日

1
5
時

3
0
分

～
1
8
日

1
7
時

医
学

部
学

生
ポ

リ
ク

リ
実

習
打

腱
器

、
ペ

ン
ラ

イ
ト

、
音

叉
、

知
覚

筆
有

1
0

1
学

生
1
0
月

9
日

　
1
5
時

3
0
分

1
8
日

　
1
7
時

医
学

部
学

生
ポ

リ
ク

リ
実

習
打

腱
器

、
ン

ラ
イ

ト
、

音
叉

、
知

覚
筆

有
1

0
1

学
生

1
0
月

1
0
日

　
9
時

～
1
1
日

　
1
2
時

救
急

集
中

治
療

部
Ｂ

Ｌ
Ｓ

訓
練

レ
サ

シ
ア

ン
3
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
3
台

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

3
個

有
1

3
0

3
1

医
師

1
0
月

1
1
日

　
1
5
時

3
0
分

～
1
7
時

第
二

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
0
月

1
1
日

　
1
5
時

3
0
分

～
1
1
月

1
1
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

1
0
月

1
5
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
0
月

1
6
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
0
月

1
6
日

　
1
3
時

～
1
6
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

和
歌

山
S
P

の
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

5
2
0

2
5

一
般

来
訪

者
1
0
月

1
6
日

　
1
7
時

～
1
9
時

Ｈ
Ｃ

Ｕ
災

害
訓

練
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

1
0

0
1
0

看
護

師
1
0
月

1
6
日

　
1
9
時

～
2
1
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
0
月

1
7
日

　
1
7
時

～
1
9
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

月
日

時
時

災
害

訓
練

ホ
イ

ト
ボ

ド
看

護
師

1
0
月

1
8
日

　
1
7
時

～
1
9
時

Ｈ
Ｃ

Ｕ
災

害
訓

練
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

1
0

0
1
0

看
護

師

1
0
月

1
9
日

　
8
時

～
2
0
日

　
1
8
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

心
肺

蘇
生

法
講

習
会

レ
サ

シ
ア

ン
6
体

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

6
体

、
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
チ

ャ
ー

リ
ー

2
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
6
台

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

6
個

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

5
2
5

3
0

医
師

1
0
月

2
1
日

　
9
時

～
1
1
月

5
日

　
1
7
時

1
0
階

西
病

棟
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
台

有
4

0
4

看
護

師
1
0
月

2
1
日

　
9
時

～
1
1
月

5
日

　
1
7
時

1
1
階

西
病

棟
研

修
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
台

有
3

0
3

看
護

師
1
0
月

2
1
日

　
1
0
時

～
1
1
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
0
月

2
1
日

　
1
8
時

～
2
1
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
0
月

2
1
日

　
1
7
時

～
2
4
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
1

0
1

医
師

1
0
月

2
2
日

　
9
時

～
2
9
日

　
1
7
時

救
急

外
来

看
護

師
手

技
練

習
点

滴
静

注
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
台

有
5

0
5

看
護

師
1
0
月

2
2
日

1
0
時

～
2
5
日

1
7
時

7
階

東
病

棟
技

術
指

導
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

男
性

導
尿

モ
デ

ル
有

6
0

6
看

護
師

1
0
月

2
2
日

　
1
0
時

～
2
5
日

　
1
7
時

7
階

東
病

棟
技

術
指

導
ナ

シ
ン

グ
ア

ン
、

男
性

導
尿

モ
デ

ル
有

6
0

6
看

護
師

1
0
月

2
2
日

　
1
4
時

～
1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

3
0

0
3
0

事
務

職
員

1
0
月

2
2
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
0
月

2
3
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
0
月

2
3
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
1
0
月

2
3
日

　
1
3
時

～
1
7
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

挿
管

セ
ッ

ト
1

0
1

医
師

1
0
月

2
3
日

　
1
5
時

～
1
8
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2

0
2

医
師

1
0
月

2
3
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
0
月

2
4
日

　
1
8
時

～
2
1
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2

0
2

医
師

1
0
月

2
5
日

　
1
7
時

～
1
9
時

Ｈ
Ｃ

Ｕ
災

害
訓

練
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

1
0

0
1
0

看
護

師

1
0
月

2
8
日

　
9
時

～
1
7
時

和
歌

山
県

看
護

協
会

中
堅

看
護

師
研

修
　

救
急

看
護

ハ
ー

ト
シ

ム
、

ナ
ー

シ
ン

グ
ア

ン
、

レ
サ

シ
ア

ン
1
0
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
0
代

、
除

細
動

機
、

救
急

カ
ー

ト
1

5
0

5
1

看
護

師

1
0
月

2
8
日

　
9
時

～
1
1
月

1
日

　
1
2
時

1
0
階

東
病

棟
勉

強
会

レ
サ

シ
ア

ン
1
体

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

1
個

、
挿

管
セ

ッ
ト

1
個

有
1
0

0
1
0

看
護

師
1
0
月

2
8
日

　
1
7
時

～
1
9
時

Ｈ
Ｃ

Ｕ
災

害
訓

練
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

1
0

0
1
0

看
護

師
1
0
月

2
9
日

　
9
時

～
3
1
日

　
1
4
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ａ

Ｃ
Ｌ

Ｓ
練

習
ハ

ー
ト

シ
ム

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
3

0
3

看
護

師
1
0
月

2
9
日

　
1
3
時

～
1
5
時

学
生

課
中

学
生

の
施

設
見

学
S
im

m
an

3
G

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
、

心
音

聴
診

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1
0

4
5

5
5

一
般

来
訪

者
1
0
月

2
9
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
0
月

2
9
日

　
1
7
時

～
1
9
時

Ｈ
Ｃ

Ｕ
災

害
訓

練
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

1
0

0
1
0

看
護

師
1
0
月

3
0
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
0
月

3
0
日

1
7
時

～
1
9
時

Ｈ
Ｃ

Ｕ
災

害
訓

練
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ド
1
0

0
1
0

看
護

師
1
0
月

3
0
日

　
1
7
時

～
1
9
時

Ｈ
Ｃ

Ｕ
災

害
訓

練
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

1
0

0
1
0

看
護

師
1
0
月

3
0
日

　
9
時

～
1
1
月

4
日

　
1
2
時

中
央

手
術

部
　

看
護

師
手

技
練

習
点

滴
静

注
射

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2
台

有
2
5

0
2
5

看
護

師
1
0
月

3
0
日

　
1
0
時

3
0
分

～
1
1
月

5
日

　
1
0
時

外
来

看
護

師
手

技
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
1
0

0
1
0

看
護

師
1
0
月

3
0
日

　
1
6
時

～
2
0
時

医
学

部
学

生
大

学
祭

B
L
S
の

練
習

レ
サ

シ
ア

ン
4
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
4
台

、
マ

ッ
ト

4
枚

1
0

0
1
0

学
生

1
0
月

3
1
日

　
1
5
時

～
1
6
時

第
二

外
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
0
月

3
1
日

　
1
6
時

～
1
8
時

看
護

部
看

護
部

研
修

ナ
ー

シ
ン

グ
ア

ン
2
体

、
モ

ニ
タ

ー
、

救
急

カ
ー

ト
1
5

0
1
5

看
護

師
使

用
申

請
件

数
（
1
0
月

）
5
6
件

2
9
8
人

1
7
0
人

4
6
8
人

‐82-



平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

1
1
月

1
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
7
時

麻
酔

科
挿

管
実

習
エ

ア
ウ

ェ
イ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

7
0

7
医

師
1
1
月

1
日

　
1
5
時

～
1
5
日

　
1
2
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

二
次

心
肺

蘇
生

法
普

及
ハ

ー
ト

シ
ム

有
5

4
5

5
0

医
師

1
1
月

5
日

　
9
時

～
7
日

　
1
7
時

8
階

西
病

棟
静

脈
注

射
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
4

0
4

看
護

師
1
1
月

5
日

　
1
2
時

～
1
2
月

5
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

1
1
月

5
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
1
月

6
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
1
月

6
日

9
時

1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

レ
サ

シ
ア

ン
1
体

ハ
ト

シ
ム

1
体

A
E
D

ト
レ

ナ
1
台

5
0

5
学

生
1
1
月

6
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
1
1
月

6
日

　
1
0
時

～
1
9
日

　
1
7
時

1
0
階

東
病

棟
急

変
時

の
看

護
対

応
の

学
習

レ
サ

シ
ア

ン
1
体

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
5

0
5

看
護

師
1
1
月

6
日

　
1
2
時

3
0
分

～
2
2
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

挿
管

セ
ッ

ト
1

0
1

医
師

1
1
月

6
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
1
月

6
日

　
1
5
時

3
0
分

～
1
7
時

泌
尿

器
科

手
技

向
上

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ナ
ー

、
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
1
月

6
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
1
月

7
日

　
1
3
時

～
1
4
時

第
二

外
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
1
月

8
日

　
1
4
時

3
0
分

～
1
1
日

　
1
0
時

危
機

対
策

室
災

害
対

策
訓

練
レ

サ
シ

ア
ン

（
全

身
タ

イ
プ

）
、

A
m

bu
 B

ab
y

有
3
0

1
0
0

1
3
0

医
師

1
1
月

8
日

　
1
7
時

～
9
日

　
1
8
時

麻
酔

科
看

護
師

教
育

E
C

S
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
6

8
1
4

看
護

師
ク

リ
ン

1
1
月

9
日

　
1
5
時

～
1
0
日

　
1
8
時

医
療

安
全

推
進

部
一

次
心

肺
蘇

生
法

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

7
体

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

7
体

、
リ

ト
ル

ジ
ュ

ニ
ア

7
体

、
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
チ

ャ
ー

リ
ー

2
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
7
台

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

1
5

9
2
4

医
師

1
1
月

1
0
日

　
1
7
時

3
0
分

～
1
8
日

　
1
9
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

心
肺

蘇
生

法
普

及
レ

サ
シ

ア
ン

4
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
4
台

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

4
体

、
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
チ

ャ
ー

リ
ー

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

4個
有

2
1
8

2
0

医
師

1
1
月

1
1
日

　
9
時

～
1
2
日

　
1
7
時

5
階

西
病

棟
留

置
針

挿
入

の
教

育
点

滴
静

注
射

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
有

3
0

3
看

護
師

1
1
月

1
2
日

　
9
時

～
1
9
日

　
1
7
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ａ

Ｃ
Ｌ

Ｓ
練

習
ハ

ー
ト

シ
ム

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
3

0
3

看
護

師
1
1
月

1
2
日

　
1
4
時

～
1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

3
0

0
3
0

事
務

職
員

1
1
月

1
3
日

　
1
2
時

～
1
2
月

1
3
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

1
1
月

1
2
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

月
日

時
時

第
外

科
臨

床
実

習
に

お
け

る
実

技
指

導
外

科
縫

合
セ

ト
内

視
鏡

腹
腔

鏡
学

生
1
1
月

1
3
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
1
月

1
3
日

　
1
2
時

～
1
6
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

和
歌

山
S
P

の
会

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
5

1
5

2
0

一
般

来
訪

者
1
1
月

1
4
日

　
1
6
時

3
0
分

～
1
5
日

　
1
7
時

1
0
階

西
病

棟
勉

強
会

レ
サ

シ
ア

ン
1
体

有
5

0
5

看
護

師
1
1
月

1
4
日

　
1
8
時

～
2
0
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

動
脈

穿
刺

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

超
音

波
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
点

滴
静

脈
注

射
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

3
0

3
医

師
1
1
月

1
5
日

　
9
時

～
1
7
時

救
急

集
中

治
療

部
一

次
心

肺
蘇

生
法

の
普

及
レ

サ
シ

ア
ン

3
体

有
2

3
3

3
5

一
般

来
訪

者
1
1
月

1
5
日

　
1
2
時

～
2
2
日

　
1
7
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

一
次

心
肺

蘇
生

法
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

レ
サ

シ
ア

ン
2
体

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

2
体

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

2
個

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
2
台

有
1

4
0

4
1

看
護

師
1
1
月

1
5
日

　
1
7
時

～
1
8
日

　
1
3
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

二
次

心
肺

蘇
生

法
の

普
及

点
滴

棒
有

3
3
7

4
0

医
師

1
1
月

1
6
日

　
9
時

～
1
7
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
1
月

1
8
日

　
1
5
時

～
1
7
時

3
0
分

看
護

部
看

護
部

対
策

委
員

会
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

3
体

、
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

3
台

3
0

0
3
0

看
護

師
1
1
月

1
8
日

1
7
時

3
0
分

～
1
9
日

9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
4

0
4

医
師

1
1
月

1
8
日

　
1
7
時

3
0
分

～
1
9
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ニ

ン
グ

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ナ

4
0

4
医

師
1
1
月

1
9
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
1
月

1
9
日

　
1
8
時

～
2
0
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

動
脈

穿
刺

ト
レ

ー
ナ

ー
、

超
音

波
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
1
1
月

2
0
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
1
月

2
0
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
1
1
月

2
0
日

　
1
1
時

～
1
2
月

4
日

　
1
7
時

1
1
階

西
病

棟
研

修
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
5

0
5

看
護

師
1
1
月

2
0
日

　
1
2
時

3
0
分

～
2
2
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

挿
管

セ
ッ

ト
1

0
1

医
師

1
1
月

2
0
日

　
1
3
時

～
1
3
時

2
0
分

医
学

部
学

生
練

習
デ

ィ
ス

ポ
手

袋
1

0
1

学
生

1
1
月

2
2
日

　
1
5
時

～
1
6
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2

0
2

医
師

1
1
月

2
2
日

1
7
時

～
2
4
日

1
8
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

二
次

心
肺

蘇
生

法
の

普
及

ハ
ー

ト
シ

ム
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

レ
サ

シ
ア

ン
6
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
6
台

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
5

1
5

2
0

医
師

1
1
月

2
2
日

　
1
7
時

～
2
4
日

　
1
8
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

二
次

心
肺

蘇
生

法
の

普
及

リ
ー

ン
5

1
5

2
0

医
師

1
1
月

2
5
日

～
1
2
月

2
日

　
1
7
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ａ

Ｃ
Ｌ

Ｓ
練

習
ハ

ー
ト

シ
ム

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
3

0
3

看
護

師
1
1
月

2
5
日

　
1
0
時

～
1
6
日

　
1
7
時

5
階

西
病

棟
留

置
針

挿
入

の
教

育
点

滴
静

注
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
3

0
3

看
護

師
1
1
月

2
5
日

　
1
7
時

～
2
6
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
の

講
義

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ナ
ー

4
0

4
医

師
1
1
月

2
5
日

　
1
4
時

～
1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

3
0

0
3
0

事
務

職
員

1
1
月

2
5
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
1
月

2
5
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
1
月

2
5
日

　
1
2
時

～
2
8
日

　
1
7
時

6
階

西
病

棟
学

習
会

レ
サ

シ
ア

ン
2
体

、
挿

管
セ

ッ
ト

2
個

有
1
0

0
1
0

看
護

師
1
1
月

2
7
日

　
2
3
時

～
2
4
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

内
視

鏡
1

0
1

医
師

1
1
月

2
8
日

1
1
時

～
2
9
日

1
2
時

N
IC

U
技

術
練

習
点

滴
静

注
射

シ
ミ

ュ
レ

タ
有

3
0

3
看

護
師

1
1
月

2
8
日

　
1
1
時

～
2
9
日

　
1
2
時

N
IC

U
技

術
練

習
点

滴
静

注
射

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
有

3
0

3
看

護
師

1
1
月

2
8
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
5
時

第
二

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

内
視

鏡
1

1
医

師
1
1
月

2
8
日

　
1
7
時

～
2
2
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

挿
管

セ
ッ

ト
2
0

0
2
0

医
師

1
1
月

3
0
日

　
9
時

～
1
2
月

1
日

　
2
1
時

第
二

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

内
視

鏡
1

0
1

医
師

使
用

申
請

件
数

（
１

１
月

）
5
3
件

2
9
6
人

3
2
0
人

6
1
6
人

‐83-



平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

1
2
月

1
日

　
9
時

～
1
8
時

脳
神

経
外

科
和

歌
山

IS
-
L
S
講

習
会

1
0

2
0

3
0

医
師

1
2
月

2
日

　
1
2
時

～
2
2
時

麻
酔

科
研

修
医

指
導

E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
3

0
3

医
師

1
2
月

3
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
1
2
月

3
日

　
1
1
時

～
1
7
時

外
来

看
護

師
末

梢
血

管
確

保
の

練
習

点
滴

静
注

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2
台

有
1
5

0
1
5

看
護

師
1
2
月

3
日

　
2
時

～
4
時

第
二

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
3

0
3

医
師

1
2
月

3
日

　
1
7
時

～
2
3
時

麻
酔

科
看

護
師

教
育

E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
8

0
8

看
護

師
1
2
月

3
日

1
9
時

2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ニ

ン
グ

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ナ

1
0

1
医

師
1
2
月

3
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
2
月

4
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
2
月

4
日

　
1
2
時

3
0
分

～
1
7
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
5

0
5

学
生

1
2
月

4
日

　
1
7
時

～
2
3
時

麻
酔

科
看

護
師

教
育

E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
8

0
8

看
護

師
1
2
月

5
日

　
9
時

～
6
日

　
9
時

救
急

集
中

治
療

部
中

学
生

対
象

の
授

業
レ

サ
シ

ア
ン

1
3
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
3
台

有
1

8
0

8
1

一
般

来
訪

者
1
2
月

5
日

　
1
7
時

～
2
3
時

麻
酔

科
看

護
師

教
育

E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
8

0
8

看
護

師
1
2
月

6
日

　
1
8
時

～
8
日

　
1
8
時

医
療

安
全

推
進

部
二

次
心

肺
蘇

生
法

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

6
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
6
台

、
S
im

M
an

3
G

、
除

細
動

機
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
1
0

6
1
6

医
師

1
2
月

9
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
2
日

　
1
7
時

8
階

東
病

棟
Ａ

Ｃ
Ｌ

Ｓ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ー
ト

シ
ム

、
挿

管
セ

ッ
ト

有
1
0

0
1
0

看
護

師
1
2
月

9
日

　
1
8
時

～
1
9
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

実
習

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

C
V

C
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
1
2
月

1
0
日

1
4
時

～
1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

3
0

0
3
0

事
務

職
員

1
2
月

1
0
日

　
1
4
時

1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ナ
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ン
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

3
0

0
3
0

事
務

職
員

1
2
月

1
0
日

　
1
7
時

3
0
分

～
1
9
時

8
階

西
・
東

病
棟

伝
達

講
習

ベ
ッ

ド
1
5

0
1
5

看
護

師
1
2
月

1
0
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
2
月

1
0
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
7
時

救
急

集
中

治
療

部
研

修
C

V
C

穿
刺

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1
台

有
3
0

0
3
0

医
師

1
2
月

1
0
日

　
1
6
時

3
0
分

～
1
7
時

3
0
分

泌
尿

器
科

学
生

へ
の

教
育

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ナ
ー

5
0

5
学

生
1
2
月

1
1
日

　
9
時

～
2
7
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

1
2
月

1
1
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
2
月

1
1
日

　
1
3
時

～
1
6
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

和
歌

山
S
P

の
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
4

1
8

2
2

一
般

来
訪

者
1
2
月

1
1
日

　
1
7
時

～
1
9
時

和
医

大
臨

床
技

能
サ

ー
ク

ル
和

医
大

臨
床

技
能

サ
ー

ク
ル

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
4

0
4

学
生

1
2
月

1
2
日

　
1
6
時

～
1
6
日

　
1
7
時

1
1
階

西
病

棟
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
1
0

0
1
0

看
護

師
月

日
時

月
日

時
卒

後
臨

床
研

修
セ

タ
縫

合
の

練
習

外
科

縫
合

セ
ト

有
医

師
1
2
月

1
2
日

　
9
時

～
1
月

1
4
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

1
2
月

1
3
日

　
9
時

～
2
4
日

　
1
7
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
A

C
L
S
の

練
習

ハ
ー

ト
シ

ム
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
有

6
0

6
看

護
師

1
2
月

1
3
日

　
1
5
時

～
1
9
時

5
階

西
病

棟
Ｂ

Ｌ
Ｓ

勉
強

会
レ

サ
シ

ア
ン

2
体

、
除

細
動

機
、

A
E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
1
3

0
1
3

看
護

師
1
2
月

1
3
日

　
1
7
時

～
1
5
日

　
1
9
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

心
肺

蘇
生

法
の

普
及

レ
サ

シ
ア

ン
4
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
4
台

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

4
体

、
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
チ

ャ
ー

リ
ー

2
台

有
2

1
8

2
0

医
師

1
2
月

1
7
日

　
9
時

～
1
9
日

　
1
6
時

和
歌

山
県

社
会

福
祉

協
議

会
救

命
処

置
研

修
レ

サ
シ

ア
ン

7
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
3
台

、
ポ

ケ
ッ

ト
マ

ス
ク

有
3

6
0

6
3

看
護

師
1
2
月

1
7
日

　
1
5
時

～
1
9
時

5
階

西
病

棟
Ｂ

Ｌ
Ｓ

勉
強

会
レ

サ
シ

ア
ン

2
体

、
除

細
動

機
、

A
E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
1
3

0
1
3

看
護

師
1
2
月

1
8
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
2
月

1
8
日

　
9
時

～
1
2
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
1
2
月

1
8
日

　
1
2
時

3
0
分

～
1
7
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
5

0
5

学
生

1
2
月

2
0
日

9
時

～
2
6
日

1
7
時

1
2
階

東
病

棟
ス

タ
ッ

フ
教

育
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
7

0
7

看
護

師
1
2
月

2
0
日

　
9
時

～
2
6
日

　
1
7
時

1
2
階

東
病

棟
ス

タ
ッ

フ
教

育
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
タ

有
7

0
7

看
護

師
1
2
月

2
0
日

　
1
4
時

～
1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

3
0

0
3
0

事
務

職
員

1
2
月

2
0
日

　
1
6
時

～
2
4
日

　
1
7
時

麻
酔

科
研

修
医

指
導

C
V

C
穿

刺
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
台

有
2

0
2

医
師

1
2
月

2
4
日

　
9
時

～
2
6
日

　
1
7
時

8
階

東
病

棟
注

射
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
4

0
4

看
護

師
1
2
月

2
4
日

　
1
7
時

～
1
月

6
日

　
1
7
時

8
階

東
病

棟
A

C
L
S
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
レ

サ
シ

ア
ン

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
5

0
5

看
護

師
1
2
月

2
5
日

　
1
5
時

3
0
分

～
2
6
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
2
月

2
6
日

　
1
6
時

～
1
8
時

看
護

部
看

護
部

研
修

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
、

パ
ソ

コ
ン

1
5

0
1
5

看
護

師
1
2
月

2
6
日

　
1
6
時

～
2
7
日

　
1
7
時

1
0
階

西
病

棟
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
5

0
5

看
護

師
使

用
申

請
件

数
（
１

２
月

）
4
2
件

3
2
0
人

2
0
2
人

5
2
2
人

‐84-



平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

1
月

6
日

　
1
1
時

～
1
8
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
5

0
5

学
生

1
月

7
日

　
9
時

～
7
日

　
1
7
時

救
急

集
中

治
療

部
挿

管
練

習
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
9

0
9

医
師

1
月

7
日

　
1
2
時

～
1
7
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
1
月

7
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
月

8
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
月

8
日

　
1
3
時

～
2
0
日

　
1
7
時

8
階

東
病

棟
A

C
L
S
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
レ

サ
シ

ア
ン

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
1
0

0
1
0

看
護

師
1
月

8
日

1
4
時

1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
Ｃ

Ｖ
Ｃ

穿
刺

ト
レ

ニ
ン

グ
C

V
C

穿
刺

シ
ミ

レ
タ

1
0

1
医

師
1
月

8
日

　
1
4
時

～
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

Ｃ
Ｖ

Ｃ
穿

刺
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
C

V
C

穿
刺

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
月

9
日

　
1
7
時

～
2
0
日

　
9
時

1
1
階

西
病

棟
B

L
S
勉

強
会

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
有

1
5

0
1
5

看
護

師
1
月

1
0
日

　
9
時

～
1
7
日

　
1
5
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
A

C
L
S
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ー
ト

シ
ム

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
2

0
2

看
護

師
1
月

1
1
日

　
1
1
時

～
1
7
時

循
環

器
内

科
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

リ
ー

ド
に

必
要

な
解

剖
学

に
つ

い
て

の
勉

強
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
、

パ
ソ

コ
ン

3
0

0
3
0

医
師

1
月

1
4
日

　
1
4
時

～
1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

3
0

0
3
0

事
務

職
員

1
月

1
4
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
月

1
5
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
月

1
5
日

　
1
3
時

～
1
6
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

和
歌

山
S
P

の
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
4

1
8

2
2

一
般

来
訪

者
1
月

1
5
日

　
1
0
時

3
0
分

～
1
7
日

　
1
7
時

1
0
階

東
病

棟
1
年

生
へ

の
技

術
指

導
吸

引
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

Ｑ
ち

ゃ
ん

、
吸

引
モ

デ
ル

Ⅱ
型

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

有
4

0
4

看
護

師
1
月

1
5
日

1
2
時

～
1
6
日

1
2
時

N
IC

U
静

脈
注

射
練

習
点

滴
静

注
射

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
有

5
0

5
看

護
師

1
月

1
5
日

　
1
2
時

1
6
日

　
1
2
時

N
IC

U
静

脈
注

射
練

習
点

滴
静

注
射

シ
ミ

ュ
レ

タ
有

5
0

5
看

護
師

1
月

1
5
日

　
1
3
時

～
1
4
時

3
0
分

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
月

1
5
日

　
1
7
時

～
1
6
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
5

0
5

医
師

1
月

1
7
日

　
1
2
時

～
3
1
日

　
1
7
時

1
1
階

西
病

棟
急

変
時

の
看

護
対

応
の

学
習

レ
サ

シ
ア

ン
1
体

、
挿

管
セ

ッ
ト

有
1
5

0
1
5

看
護

師
1
月

1
7
日

　
1
6
時

～
1
7
時

看
護

部
手

洗
い

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

手
洗

い
台

7
0

0
7
0

職
員

1
月

1
7
日

　
1
6
時

～
3
1
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
1

0
1

医
師

1
月

1
7
日

　
1
7
時

～
1
9
日

　
1
9
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

二
次

心
肺

蘇
生

法
講

習
会

ハ
ー

ト
シ

ム
、

レ
サ

シ
ア

ン
6
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
6
台

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

2
個

1
2

6
1
8

医
師

1
月

2
0
日

　
1
1
時

～
1
8
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

Ｄ
Ａ

Ｍ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

5
0

5
学

生

1
月

2
0
日

　
1
3
時

～
2
月

7
日

　
1
7
時

8
階

東
病

棟
研

修
ハ

ー
ト

シ
ム

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
1
0

0
1
0

看
護

師
月

日
時

時
分

卒
後

臨
床

研
修

セ
タ

血
管

確
保

の
練

習
点

滴
静

注
射

シ
ミ

タ
医

師
1
月

2
0
日

　
1
7
時

～
1
7
時

3
0
分

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

血
管

確
保

の
練

習
点

滴
静

注
射

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
月

2
1
日

　
1
2
時

～
1
7
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
1
月

2
1
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

1
月

2
2
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
月

2
3
日

　
1
5
時

～
1
6
時

第
二

外
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

1
月

2
3
日

　
1
5
時

～
3
1
日

　
1
7
時

外
来

看
護

師
静

脈
注

射
点

滴
の

技
術

試
験

点
滴

静
注

射
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
3
5

0
3
5

看
護

師
1
月

2
3
日

　
1
8
時

～
2
1
時

第
一

内
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1
0

0
1
0

医
師

1
月

2
4
日

　
1
1
時

～
2
8
日

　
1
7
時

7
階

西
病

棟
静

脈
注

射
点

滴
の

技
術

試
験

点
滴

静
注

射
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
4

0
4

看
護

師
1
月

2
4
日

　
1
5
時

～
2
6
日

　
2
1
時

産
科

婦
人

科
講

習
会

レ
サ

シ
ア

ン
4
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
4
台

、
縫

合
セ

ッ
ト

2
5
個

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

1
5

1
5

3
0

医
師

S
im

m
an

3
G

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
生

体
情

報
モ

ニ
タ

ー
1
月

2
4
日

　
1
5
時

～
2
3
時

医
療

安
全

推
進

部
困

難
気

道
患

者
の

気
道

確
保

の
講

習
S
im

m
an

3
G

、
気

道
管

理
ト

レ
ナ

1
台

、
エ

ア
ウ

ェ
イ

ト
レ

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

生
体

情
報

モ
ニ

タ
、

新
生

児
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

4
個

、
挿

管
セ

ッ
ト

4
個

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

1
0

1
1
1

医
師

1
月

2
4
日

　
1
7
時

～
2
月

4
日

　
1
7
時

1
1
階

東
病

棟
Ｂ

Ｌ
Ｓ

の
練

習
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

1
個

有
1
0

0
1
0

看
護

師
1
月

2
8
日

　
1
2
時

3
0
分

～
1
7
日

　
1
7
時

1
0
階

東
病

棟
1
年

生
へ

の
技

術
指

導
吸

引
モ

デ
ル

Ⅱ
型

有
4

0
4

看
護

師
1
月

2
8
日

　
1
4
時

～
1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

3
0

0
3
0

事
務

職
員

1
月

2
8
日

　
1
4
時

3
0
分

～
2
月

4
日

　
1
3
時

1
0
階

西
病

棟
翼

状
針

の
練

習
・
テ

ス
ト

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
有

4
0

4
看

護
師

1
月

2
8
日

　
1
7
時

～
1
9
時

救
急

集
中

治
療

部
気

管
切

開
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

椅
子

、
机

7
0

7
医

師
1
月

2
8
日

　
1
7
時

～
2
0
時

1
1
階

東
病

棟
Ｂ

Ｌ
Ｓ

研
修

レ
サ

シ
ア

ン
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
1
2

0
1
2

看
護

師
1
月

2
8
日

　
1
7
時

～
1
6
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
5

0
5

医
師

1
月

2
9
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

1
月

2
9
日

　
1
3
時

3
0
分

～
1
月

3
1
日

　
1
2
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
2

0
2

医
師

1
月

2
9
日

　
1
5
時

～
3
1
日

　
1
4
時

看
護

部
看

護
部

研
修

Ｅ
Ｃ

Ｓ
、

生
体

情
報

モ
ニ

タ
ー

、
救

急
カ

ー
ト

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

2
0

0
2
0

看
護

師
1
月

3
0
日

　
1
1
時

0
0
分

～
1
月

3
0
日

　
1
7
時

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

縫
合

の
練

習
外

科
縫

合
セ

ッ
ト

有
2

0
2

医
師

1
月

3
1
日

　
1
7
時

3
0
分

～
2
月

1
日

　
2
0
時

日
本

医
学

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

学
会

鎮
静

の
講

習
会

S
im

m
an

3
G

、
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

1
台

、
エ

ア
ウ

ェ
イ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
生

体
情

報
モ

ニ
タ

ー
、

バ
ッ

ク
バ

ル
ブ

マ
ス

ク
3
個

、
挿

管
セ

ッ
ト

3
個

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

1
0

1
0

2
0

医
師

使
用

申
請

件
数

（
１

月
）

4
6
件

4
4
9
人

5
0
人

4
9
9
人

‐85-



平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

2
月

2
日

　
7
時

3
0
分

～
1
9
時

3
0
分

Ｊ
Ｐ

Ｔ
Ｅ

Ｃ
協

議
会

病
院

前
の

外
傷

観
察

・
処

置
標

準
化

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

普
及

Ｂ
Ｌ

Ｓ
訓

練
用

マ
ッ

ト
3
0
枚

5
5
5

6
0

医
師

2
月

3
日

　
1
1
時

～
1
8
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

Ｄ
Ａ

Ｍ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

5
0

5
学

生

2
月

4
日

　
9
時

3
0
分

～
1
4
時

看
護

部
管

理
室

危
険

物
取

扱
者

試
験

監
督

員
事

前
研

修
会

で
の

実
技

指
導

レ
サ

シ
ア

ン
2
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
2
台

有
2
0

3
2
3

一
般

来
訪

者
2
月

4
日

　
1
2
時

～
1
7
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
2
月

4
日

　
1
4
時

～
1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

3
0

0
3
0

事
務

職
員

2
月

4
日

1
9
時

2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ニ

ン
グ

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ナ

1
0

1
医

師
2
月

4
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

2
月

5
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

2
月

5
日

　
9
時

～
1
4
日

　
1
5
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
静

脈
留

置
針

の
挿

入
練

習
点

滴
静

注
射

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
有

3
0

3
看

護
師

2
月

5
日

　
1
3
時

～
1
6
時

教
育

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

和
歌

山
S
P

の
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
4

1
8

2
2

一
般

来
訪

者
2
月

6
日

　
9
時

～
1
1
日

　
1
7
時

救
急

集
中

治
療

部
講

習
会

レ
サ

シ
ア

ン
7
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
7
台

有
5

2
8

3
3

医
師

2
月

6
日

　
1
5
時

～
1
7
時

第
二

外
科

内
視

鏡
手

技
練

習
内

視
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

2
月

6
日

　
1
7
時

～
1
9
時

外
来

看
護

師
外

来
で

の
学

習
会

レ
サ

シ
ア

ン
3
体

、
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

1
体

、
Ｓ

ｉｍ
pa

d、
バ

イ
タ

ル
シ

ム
、

救
急

カ
ー

ト
8

0
8

看
護

師
2
月

1
0
日

　
9
時

～
1
7
日

　
1
7
時

Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ａ

Ｃ
Ｌ

Ｓ
練

習
ハ

ー
ト

シ
ム

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

1
個

有
4

0
4

看
護

師
2
月

1
2
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

2
月

1
2
日

1
7
時

～
1
9
時

N
IC

U
導

尿
手

技
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ナ

ー
シ

ン
グ

ア
ン

、
男

性
導

尿
モ

デ
ル

有
6

0
6

看
護

師
2
月

1
2
日

　
1
7
時

1
9
時

N
IC

U
導

尿
手

技
ト

レ
ン

グ
ナ

シ
ン

グ
ア

ン
、

男
性

導
尿

モ
デ

ル
有

6
0

6
看

護
師

2
月

1
2
日

　
1
4
時

3
0
分

1
1
階

西
病

棟
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
台

有
4

0
4

看
護

師
2
月

1
2
日

　
1
7
時

～
1
6
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
5

0
5

医
師

2
月

1
6
日

　
9
時

～
1
8
時

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

心
肺

蘇
生

法
の

普
及

レ
サ

シ
ア

ン
6
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
6
台

、
ベ

ビ
ー

ア
ン

体
、

チ
ョ

ー
キ

ン
グ

チ
ャ

ー
リ

ー
2
台

3
1
2

1
5

医
師

2
月

1
7
日

　
9
時

～
2
0
日

　
1
2
時

救
急

集
中

治
療

部
心

肺
蘇

生
法

の
普

及
レ

サ
シ

ア
ン

5
体

、
チ

ョ
ー

キ
ン

グ
チ

ャ
ー

リ
ー

1
台

、
ポ

ケ
ッ

ト
マ

ス
ク

1
9
個

有
1

6
0

6
1

医
師

2
月

1
7
日

　
1
1
時

～
1
8
時

麻
酔

科
学

生
実

習
E
C

S
、

挿
管

セ
ッ

ト
、

エ
ア

ウ
ェ

イ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
、

気
道

管
理

ト
レ

ー
ナ

ー
、

Ｄ
Ａ

Ｍ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

5
0

5
学

生

2
月

1
7
日

　
1
4
時

～
1
8
時

総
務

課
Ｂ

Ｌ
Ｓ

講
習

会
レ

サ
シ

ア
ン

8
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
8
台

、
マ

ッ
ト

8
枚

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

3
0

0
3
0

事
務

職
員

2
月

1
8
日

　
1
0
時

～
1
5
時

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

　
和

歌
山

病
院

新
人

看
護

職
員

の
研

修
肺

音
聴

診
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
レ

サ
シ

ア
ン

、
ハ

ー
ト

シ
ム

、
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

1
7

8
看

護
師

2
月

1
8
日

　
1
2
時

～
1
7
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
月

日
時

分
日

時
階

東
病

棟
シ

ミ
シ

サ
シ

体
バ

ク
バ

ブ
ク

個
挿

管
セ

ト
有

看
護

師
2
月

1
8
日

　
1
6
時

3
0
分

～
2
0
日

　
1
6
時

8
階

東
病

棟
Ａ

Ｃ
Ｌ

Ｓ
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

1
個

、
挿

管
セ

ッ
ト

有
1
0

0
1
0

看
護

師
2
月

1
8
日

　
1
7
時

～
2
3
時

第
二

外
科

結
紮

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
2
月

1
8
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

2
月

1
9
日

　
9
時

～
2
1
日

　
9
時

1
2
階

東
病

棟
研

修
ハ

ー
ト

シ
ム

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

有
1
0

0
1
0

看
護

師
2
月

1
9
日

　
9
時

～
2
8
日

　
1
7
時

1
1
階

西
病

棟
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
挿

管
セ

ッ
ト

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

1
個

有
4

0
4

看
護

師
2
月

1
9
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

2
月

1
9
日

　
1
6
時

3
0
分

～
1
9
時

8
階

西
病

棟
Ｂ

Ｌ
Ｓ

研
修

レ
サ

シ
ア

ン
1
体

、
生

体
情

報
モ

ニ
タ

、
ベ

ッ
ド

、
輸

液
ポ

ン
プ

、
救

急
カ

ー
ト

1
5

0
1
5

看
護

師
2
月

2
0
日

　
1
6
時

3
0
分

～
2
0
時

産
科

婦
人

科
講

習
会

超
音

波
画

像
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

7
0

7
医

師
2
月

2
1
日

　
1
5
時

～
1
6
時

泌
尿

器
科

学
生

教
育

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ナ
ー

4
0

4
医

師
2
月

2
1
日

1
6
時

～
1
9
時

3
0
分

看
護

部
看

護
部

研
修

ナ
ー

シ
ン

グ
ア

ン
2
体

シ
ム

パ
ッ

ド
バ

イ
タ

ル
シ

ム
レ

サ
シ

ア
ン

除
細

動
機

生
体

情
報

モ
ニ

タ
ー

1
5

0
1
5

看
護

師
2
月

2
1
日

　
1
6
時

～
1
9
時

3
0
分

看
護

部
看

護
部

研
修

ナ
シ

ン
グ

ア
ン

2
体

、
シ

ム
パ

ッ
ド

、
バ

イ
タ

ル
シ

ム
、

レ
サ

シ
ア

ン
、

除
細

動
機

、
生

体
情

報
モ

ニ
タ

1
5

0
1
5

看
護

師
2
月

2
1
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

結
紮

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
2
月

2
2
日

　
1
2
時

～
2
3
日

　
1
9
時

3
0
分

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

災
害

時
の

対
応

を
学

ぶ
対

応
を

学
ぶ

Ｂ
Ｌ

Ｓ
訓

練
用

マ
ッ

ト
3
0
枚

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

1
台

、
ス

ク
リ

ー
ン

1
台

5
4
0

4
5

医
師

2
月

2
3
日

　
1
9
時

～
2
3
時

第
二

外
科

結
紮

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

1
0

1
医

師
2
月

2
4
日

　
9
時

～
2
5
日

　
1
8
時

5
階

東
病

棟
A

C
L
S
の

練
習

ハ
ー

ト
シ

ム
有

1
0

0
1
0

看
護

師
2
月

2
6
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

2
月

2
6
日

　
8
時

5
0
分

～
1
6
時

1
0
分

医
学

部
学

生
医

学
部

4
年

生
講

義
「
臨

床
実

習
入

門
」

眼
の

診
察

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
5
体

、
耳

の
診

察
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

5
体

1
2
0

0
1
2
0

学
生

2
月

2
7
日

　
8
時

5
0
分

～
1
6
時

1
0
分

医
学

部
学

生
医

学
部

4
年

生
講

義
「
臨

床
実

習
入

門
」

心
音

聴
診

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

肺
音

聴
診

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

乳
癌

触
診

モ
デ

ル
1
2
0

0
1
2
0

学
生

2
月

2
7
日

　
1
5
時

～
2
8
日

　
1
7
時

1
0
階

東
病

棟
静

脈
留

置
針

挿
入

の
訓

練
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
1

0
1

看
護

師
2
月

2
7
日

　
1
6
時

3
0
分

～
2
0
時

産
科

婦
人

科
講

習
会

超
音

波
画

像
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

7
0

7
医

師
2
月

2
8
日

　
8
時

5
0
分

～
1
6
時

1
0
分

医
学

部
学

生
医

学
部

4
年

生
講

義
「
臨

床
実

習
入

門
」

前
立

腺
触

診
モ

デ
ル

、
男

性
導

尿
モ

デ
ル

、
女

性
骨

盤
モ

デ
ル

1
2
0

0
1
2
0

学
生

使
用

申
請

件
数

（
２

月
）

4
3
件

6
2
3
人

2
2
3
人

8
4
6
人

‐86-



平
成
25
年
度
 
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
利
用
実
績
⼀
覧

学
内

学
外

主
た

る
使

用
者

の
職

名
使

用
者

の
内

訳
計

使
用

期
間

使
用

団
体

名
使

用
の

目
的

使
用

物
品

持 出

使
用

者
数

3
月

3
日

　
8
時

5
0
分

～
1
6
時

1
0
分

医
学

部
学

生
医

学
部

4
年

生
講

義
「
臨

床
実

習
入

門
」

診
察

台
、

打
腱

器
、

音
叉

、
知

覚
筆

1
2
0

0
1
2
0

学
生

3
月

3
日

　
1
1
時

～
1
8
時

麻
酔

科
学

生
実

習
挿

管
セ

ッ
ト

、
エ

ア
ウ

ェ
イ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
Ｄ

Ａ
Ｍ

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
5

0
5

学
生

3
月

3
日

　
1
2
時

～
2
0
日

　
1
7
時

8
階

東
病

棟
新

人
看

護
職

員
の

技
術

チ
ェ

ッ
ク

皮
内

注
射

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
有

4
0

4
看

護
師

3
月

3
日

　
1
6
時

～
4
日

　
9
時

泌
尿

器
科

ダ
ヴ

ィ
ン

チ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

ト
レ

ー
ナ

ー
1

0
1

医
師

3
月

4
日

　
8
時

5
0
分

～
1
6
時

1
0
分

医
学

部
学

生
医

学
部

4
年

生
講

義
「
臨

床
実

習
入

門
」

診
察

台
、

血
圧

計
1
2
0

0
1
2
0

学
生

3
月

4
日

　
1
6
時

～
7
日

　
1
7
時

1
1
階

西
病

棟
練

習
気

道
管

理
ト

レ
ー

ナ
ー

、
挿

管
セ

ッ
ト

有
5

0
5

看
護

師
3
月

4
日

1
7
時

2
3
時

第
二

外
科

結
紮

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
レ

タ
3

0
3

医
師

3
月

4
日

1
7
時

～
2
3
時

第
二

外
科

結
紮

練
習

腹
腔

鏡
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

3
0

3
医

師
3
月

5
日

　
8
時

5
0
分

～
1
6
時

1
0
分

医
学

部
学

生
医

学
部

4
年

生
講

義
「
臨

床
実

習
入

門
」

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
、

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
1
2
0

0
1
2
0

学
生

3
月

5
日

　
9
時

～
1
2
時

第
二

外
科

臨
床

実
習

に
お

け
る

実
技

指
導

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

内
視

鏡
、

腹
腔

鏡
5

0
5

学
生

3
月

6
日

　
1
7
時

～
2
4
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

3
月

5
日

　
9
時

～
1
4
日

　
1
7
時

8
階

東
病

棟
Ａ

Ｃ
Ｌ

Ｓ
実

践
2
0

0
2
0

看
護

師
3
月

5
日

　
1
6
時

～
2
0
日

　
1
7
時

1
1
階

西
病

棟
静

脈
注

射
練

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

有
5

0
5

看
護

師
3
月

6
日

　
8
時

5
0
分

～
1
6
時

1
0
分

医
学

部
学

生
医

学
部

4
年

生
講

義
「
臨

床
実

習
入

門
」

外
科

手
洗

台
、

グ
リ

ッ
タ

ー
バ

グ
、

静
脈

採
血

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1
2
0

0
1
2
0

学
生

3
月

6
日

　
1
8
時

～
2
2
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
2

0
2

医
師

3
月

7
日

　
1
2
時

～
1
7
時

麻
酔

科
臨

床
実

習
セ

ミ
ナ

ー
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
ハ

ー
ト

シ
ム

1
体

、
A

E
D

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

5
0

5
学

生
3
月

7
日

1
3
時

～
9
日

1
9
時

医
学

部
学

生
Ｏ

Ｓ
Ｃ

Ｅ
の

た
め

の
自

己
学

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

、
心

音
聴

診
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

3
0

0
3
0

学
生

3
月

7
日

　
1
3
時

9
日

　
1
9
時

医
学

部
学

生
Ｏ

Ｓ
Ｃ

Ｅ
の

た
め

の
自

己
学

習
静

脈
採

血
シ

ミ
ュ

レ
タ

、
心

音
聴

診
シ

ミ
ュ

レ
タ

3
0

0
3
0

学
生

3
月

1
1
日

　
8
時

5
0
分

～
1
6
時

1
0
分

医
学

部
学

生
医

学
部

4
年

生
講

義
「
臨

床
実

習
入

門
」

レ
サ

シ
ア

ン
1
3
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
1
3
台

、
ポ

ケ
ッ

ト
マ

ス
ク

2
0
個

1
2
0

1
0

1
3
0

学
生

3
月

1
1
日

　
1
3
時

～
1
8
日

　
1
7
時

9
階

西
病

棟
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
レ

サ
シ

ア
ン

1
体

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

ト
レ

ー
ナ

ー
1
台

、
バ

ッ
ク

バ
ル

ブ
マ

ス
ク

1
個

有
6

0
6

看
護

師
3
月

1
3
日

　
1
6
時

～
2
2
時

第
二

外
科

腹
腔

鏡
手

技
練

習
腹

腔
鏡

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
1

0
1

医
師

3
月

1
3
日

　
1
6
時

～
2
1
時

医
学

部
学

生
Ｏ

Ｓ
Ｃ

Ｅ
再

試
験

の
た

め
の

自
己

学
習

外
科

縫
合

セ
ッ

ト
、

血
圧

計
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わりんぎ（和医大臨床技能サークル）の活動 

 

月１回１７時～１９時にスキルスラボにて開講しています。最初に講義を聞い

た後、シミュレーターや血圧計などを使用し、実際に手技を行います。 

 

平成２５年度活動記録 

開講日時 内容 

4 月 24 日（水） 心音聴診 

5 月 15 日（水） 静脈採血 

6 月 12 日（水） 血圧測定・ACLS 

6 月 26 日（水） 外科的手洗い手技 

7 月 10 日（水） 内視鏡・気管内挿管 

9 月 25 日（水） 超音波画像診断 

12 月 11 日（水） 外科的縫合手技 

 

 
平成 23 年度より『わりんぎ』に参加した学生に『臨床技能手技認定証』を発行

しています。プログラムを受講する毎に認定シールを受け取れます。学習の進

捗状況などが分かり好評です。 

 

 

 

 

 

受講認定証 認定シール貼付面 

平成 22 年度に教育研究開発センターと学生 BLS サークル合同で、1 年生から 4 年

生までを対象にシミュレーターを用いた臨床技能教育を行うサークルを開設しまし

た。放課後にスキルスラボにて勉強会を行いました。 

臨床技能講習 受講認定証 

学 籍 番 号：1111111 

受講者氏名： 和歌山 太郎 

 

発⾏：和歌山県⽴医科大学 教育研究開発センター 
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ホームページについて 

教育研究開発センターでは下記のホームページの運営、管理を行っています。 
 教育研究開発センターホームページ 
 臨床技能研修センターホームページ 

 
   教育研究開発センター 

ホームページ 
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臨床技能研修センター 

ホームページ 


	表紙
	①目次
	②挨拶文～委員
	③医学部
	④部会
	⑤開催したＦＤ～SPの会
	⑥学生実習について
	⑦発行した冊子
	⑧第45回日本医学教育学会総会での発表内容
	⑨自主カリキュラム報告書
	⑩保健看護学部
	⑪H25実績実績報告　保看分 (4)
	⑫臨床技能研修センター
	⑬臨床技能研修センター規定～
	⑮スキルスラボ利用状況（平成２５年度）
	⑯わりんぎ
	⑰ホームページ紹介



